
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

様式１－１

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

農学部

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義「データサイエン
ス基礎」 2単位)を必須科目とする。

以下の統計関連科目を2単位以上取得すること。
「実験計画法」 2単位、「生物統計学」 2単位

※　農学科の「情報基礎（一）」および「情報基礎（二）」の科目名の末尾に【農学科】と記す。学科名の記されない「情報基礎（一）」および「情報基礎
（二）」は動物科学科・生物資源開発学科・デザイン農学科の同科目を表す。
※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【農学科】

情報基礎（二）【農学科】

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

情報基礎（一）【農学科】

情報基礎（二）【農学科】

情報基礎（一）

情報基礎（一）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【農学科】

データサイエンス基礎（二）
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【農学科】 データサイエンス基礎（一）

情報基礎（二）【農学科】

実験計画法

生物統計学

授業科目 選択項目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一） 4‐5テキスト解析

データサイエンス基礎（一） 4‐6画像解析

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐5テキスト解析

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（一）」【農学科】(8回目,9回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(3回目,7回目～9回目),「情報基礎（一）」【農学科】(10回目),「情報基礎（二）」【農学科】(3回目,14回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目),「情報基礎（一）」(13回目,14回目),「情報基礎（二）」(14回目),「情報基礎（一）」【農学科】(13回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(3回目,4回目)

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目)

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」【農学科】
(13回目,14回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」【農学科】
(13回目),「情報基礎（二）」【農学科】(9回目～12回目),「情報基礎（一）」(13回目,14回目),「情報基礎（二）」(4回目～6回目,10回目～14回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（一）」【農学
科】(13回目),「情報基礎（二）」【農学科】(9回目～12回目),「情報基礎（一）」(13回目,14回目),「情報基礎（二）」(4回目～6回目,10回目～14回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（二）」【農学科】(2回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」(3回目,4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【農学
科】(2回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【農学
科】(2回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【農学科】(2回目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【農学科】(2回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【農学科】(2回目)

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(4回目),「生物統計学」(2回目,10回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(5回目),「生物統計学」(3回目,4回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(6回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(7回目),「生物統計学」(4回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「実験計画法」(8回目),「生物統計学」(4回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「実験計画法」(9回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(5回目,11回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(4回目),「生物統計学」(2回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「実験計画法」(4回目,6回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「情報基礎（二）」【農学科】(13回
目,14回目),「実験計画法」(4回目)

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(3回目,7回目～9回
目),「情報基礎（一）」【農学科】(8回目),「情報基礎（二）」【農学科】(14回目),「実験計画法」(5回目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(3回目,7回目～9回
目),「情報基礎（一）」【農学科】(8回目),「情報基礎（二）」【農学科】(14回目),「実験計画法」(4回目,5回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(3回目,7回目～9回
目),「情報基礎（一）」【農学科】(8回目),「情報基礎（二）」【農学科】(14回目),「実験計画法」(5回目,11回目),「生物統計学」(5回目～7回目,10回目～12
回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「実験計画法」(4回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「実験計画法」(4回目)
・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(2回目,7回目～9回
目),「情報基礎（一）」【農学科】(7回目～10回目),「情報基礎（二）」【農学科】(3回目),「実験計画法」(5回目),「生物統計学」(3回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(2回目,7回目～9回
目),「情報基礎（一）」【農学科】(7回目～10回目),「情報基礎（二）」【農学科】(3回目),「実験計画法」(5回目,6回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報基礎（二）」(2
回目,7回目～9回目),「情報基礎（一）」【農学科】(7回目～10回目),「情報基礎（二）」【農学科】(3回目),「実験計画法」(5回目),「生物統計学」(13回目,14
回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（一）」(5回目～8回目),「情報
基礎（二）」(2回目,7回目～9回目),「情報基礎（一）」【農学科】(7回目～10回目),「情報基礎（二）」【農学科】(3回目),「実験計画法」(4回目～6回目),「生
物統計学」(13回目,14回目)

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義
「データサイエンス基礎」 2単位)を必須科目とする。

以下の統計関連科目を2単位以上取得すること。
「統計学」 2単位、「生物統計学」 2単位

※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

授業科目

様式１－２

授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

授業科目

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

授業科目

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違する

応用生物科学部

情報基礎（一）

特別講義「データサイエンス基礎」
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

統計学

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」

授業科目

4‐5テキスト解析

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

データサイエンス基礎（一）

4‐5テキスト解析

4‐6画像解析

生物統計学

データサイエンス基礎（一）

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

データサイエンス基礎（一）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目)

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(6回目～
9回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(2回目,5
回目,12回目,13回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（二）」(2回目,5
回目,10回目～13回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（二）」(5回目,6回目,10回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」(3回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（二）」(6回目～9回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(8回目,9回目),「情報基礎（二）」(6回目,7回目,9回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目),「情報基礎（二）」(12回目,13回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(3回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),「統計学」(1回目),「生物統計学」(1
回目,9回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目,8回目),「統計学」(1回目,2回目),「生物統計
学」(1回目～3回目,9回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目),「統計学」(2回目),「生物統計学」(1回目,9回
目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目,8回目),「統計学」(2回目),「生物統計学」(1回
目～3回目,9回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「生物統計学」(4回目～5回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「生物統計学」(4回目～5回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（二）」(9回目),「統計学」(3回目～5回目),「生物統計学」(13
回目～14回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目,8回目),「統計学」(1回目),「生物統計学」(4回
目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「情報基礎（二）」(6回目),「統計学」(11回目),「生物統計
学」(7回目～8回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目) 「データサイエンス基礎(一)」(7回目) 「情報基礎（二）」(7回目～9回目) 「統計学」(1回目) 「生物統計学」(1
・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目,8回目),「情報基礎（二）」(6回目,7回目,9回目),
「統計学」(1回目),「生物統計学」(9回目～15回目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「統計学」(2回目),「生物統計学」(9回目～15回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「統計学」(10回目,12回目,14回目,15回目),「生物統計学」(9回目～15
回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「生物統計学」(9回目～15回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「生物統計学」(9回目～15回目)

・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目),
「統計学」(2回目),「生物統計学」(1回目,9回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(5回目,6回目),「統計学」(2
回目),「生物統計学」(1回目,9回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（二）」(7回目～9回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（二）」(5回目)

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

様式１－３

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

生命科学部

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義
「データサイエンス基礎」 2単位)、「生物統計学」 2単位を必須科目とする。

※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

授業科目 選択項目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

生物統計学

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（一） 4‐5テキスト解析

データサイエンス基礎（一） 4‐6画像解析

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐5テキスト解析

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（二）」(8回目～10回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目),「情報基礎（二）」(14回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(4回目)

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目)

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(2回目,4
回目,12回目,14回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（二）」(2回目,4
回目,12回目,14回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（二）」(4回目,12回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(1回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(2回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(2回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(3回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(4回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「生物統計学」(4回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～11回目),「生物統計学」(1回目)

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目),「生物統計学」(1回
目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目),「生物統計学」(13
回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）

・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(4回目,7回目～11
回目),「生物統計学」(2回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(4回目,7回目～11
回目),「生物統計学」(2回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」
(4回目,7回目～11回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情
報基礎（二）」(4回目,7回目～11回目)

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

様式１－４

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

地域環境科学部

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義
「データサイエンス基礎」 2単位)を必須科目とする。

以下の統計関連科目を2単位以上取得すること。
「統計学」 2単位、「統計学演習」2単位

※　生産環境工学科の「情報基礎（一）」および「情報基礎（二）」の科目名の末尾に【生産環境工学科】と記す。学科名の記されない「情
報基礎（一）」および「情報基礎（二）」は地域創成科学科・森林総合科学科・造園科学科の同科目を表す。
※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【生産環境工学科】

情報基礎（二）【生産環境工学科】

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

情報基礎（一）【生産環境工学科】

情報基礎（二）【生産環境工学科】

情報基礎（一）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

データサイエンス基礎（二）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【生産環境工学科】 データサイエンス基礎（一）

情報基礎（二）【生産環境工学科】

統計学

統計学演習

授業科目 選択項目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一） 4‐5テキスト解析

データサイエンス基礎（一） 4‐6画像解析

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐5テキスト解析

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「情報基礎（二）」(5回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイ
エンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目,12回目,13回目,14回目,15回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(8回目,9回目),「情報基礎（二）」(5回目,6回目,8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目,12回目,13回目,14回目,15回
目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目),「情報基礎（二）」(11回目,12回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(5回目,9回目,10回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(3回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(3回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(12回目)

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目)

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」【生産環
境工学科】(8回目),「情報基礎（二）」(5回目～8回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(2回目,4
回目,11回目,12回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（二）」【生産環
境工学科】(5回目,9回目,10回目),「情報基礎（二）」(2回目,4回目,9回目～12回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(3回目),「情報基礎
（二）」【生産環境工学科】(12回目),「情報基礎（二）」(4回目,5回目,9回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(3回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(12回目),「情報基礎（一）」(3回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【生産環
境工学科】(1回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【生産環
境工学科】(1回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(1回目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(1回
目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(1回
目)

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】
(8回目,12回目,13回目,14回目,15回目),「統計学」(1回目,2回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(6回目,7回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8
回目,12回目,13回目,14回目,15回目),「統計学」(2回目,3回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(6回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回
目,12回目,13回目,14回目,15回目),「統計学」(2回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(6回目,7回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8
回目,12回目,13回目,14回目,15回目),「統計学」(2回目),「統計学演習」(1回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（二）」(8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回
目,12回目,13回目,14回目,15回目),「統計学」(3回目),「統計学演習」(9回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(6回目,7回目),「統計学」(9回目),「統計学演習」(1回
目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「情報基礎（二）」(5回目),「統計学演習」(6回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】
(8回目,12回目,13回目,14回目,15回目)

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目,8回目),「情報基礎（二）」(5回目,6回目,8回目),
「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目,12回目,13回目,14回目,15回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(11回目),「統計学」(2回目,3回目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目,12回目,13回目,14回目,15
回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(11回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目,12回目,13回目,14回目,15
回目),「情報基礎（二）」【生産環境工学科】(11回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目)

・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(6回目～8回目),
「情報基礎（一）」【生産環境工学科】(8回目),「統計学」(2回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(4回目,5回目),「情報基礎
（一）」【生産環境工学科】(8回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（二）」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」
【生産環境工学科】(8回目),「統計学演習」(9回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（二）」(4回目),「情報基礎
（一）」【生産環境工学科】(8回目)

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

様式１－５

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

国際食料情報学部

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義
「データサイエンス基礎」 2単位)を必須科目とする。

以下の統計関連科目を2単位以上取得すること。
「統計基礎」 2単位、「統計学演習」2単位、「統計学（一）」2単位

※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

統計学（一）

データサイエンス基礎（一）

授業科目 選択項目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

統計基礎

統計学演習

データサイエンス基礎（一） 4‐5テキスト解析

データサイエンス基礎（一） 4‐6画像解析

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐5テキスト解析

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（二）」(8回目～10回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目),「情報基礎（二）」(13回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(4回目)

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目)

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(7回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（二）」(2回目,4
回目,11回目,13回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（二）」(2回目,4
回目,11回目,13回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（二）」(4回目,11回目,14回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」(4回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目)
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(1回目)

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計学演習」(1～15回目),「統計
学（一）」(2回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」
(2回目),「統計学（一）」(4回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」
(2回目),「統計学（一）」(4回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(7回目),「統計学演習」
(3回目),「統計学（一）」(6回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「統計学演習」(3回目),「統計学（一）」(6回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「統計学演習」(5回目),「統計学（一）」(6回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(14回目),「統計学演
習」(9,10,11,12,13,14回目),「統計学（一）」(8回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(8回目～13回目),「統
計学演習」(6回目),「統計学（一）」(7回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「統計基礎」(14回目～15回目),「統計学演習」(3回目),
「統計学（一）」(8回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(7回目～10回目),「統計基礎」(14回目),「統計学演
習」(8回目),「統計学（一）」(10回目)

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目),「統計基礎」(6回目
～7回目),「統計学演習」(12回目),「統計学（一）」(10回目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目),「統計学演習」(1～
15回目),「統計学（一）」(10回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(7回目),「統計学演習」(9回
目),「統計学（一）」(13回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「統計学演習」(2回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「統計学演習」(2回目)

・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(4回目,7回目～10
回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」(1～15回目),「統計学（一）」(5回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」(4回目,7回目～10
回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」(3,5,7,10,15回目),「統計学（一）」(5回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情報基礎（二）」
(4回目,7回目～10回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」(1～15回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（一）」(7回目～10回目),「情
報基礎（二）」(4回目,7回目～10回目),「統計基礎」(6回目),「統計学演習」(4,6,7,8,9,13,15回目)

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。
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大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 7(8) 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

様式１－６

東京農業大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

生物産業学部

情報基礎（一）

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

「情報基礎（一）」 2単位、「情報基礎（二）」 2単位、新カリキュラムは「データサイエンス基礎（一）」 1単位(旧カリキュラムは特別講義
「データサイエンス基礎」 2単位)を必須科目とする。

以下の統計関連科目を2単位以上取得すること。
「統計学」 2単位、「計量生物学」 2単位

※　「情報基礎（一）」および「情報基礎（二）」の科目名の末尾に【海洋水産学科】と記す。学科名の記されない「情報基礎（一）」および
「情報基礎（二）」は北方圏農学科・食香粧化学科・自然資源経営学科の同科目を表す。

※　以下の必要最低単位数のカッコ内は旧カリキュラムにおいての単位数を示す。

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

特別講義「データサイエンス基礎」

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【海洋水産学科】

情報基礎（二）【海洋水産学科】

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）

情報基礎（一）【海洋水産学科】

情報基礎（二）【海洋水産学科】

情報基礎（一）

情報基礎（二）【海洋水産学科】

情報基礎（一）

特別講義「データサイエンス基礎」

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【海洋水産学科】

データサイエンス基礎（一）

データサイエンス基礎（二）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報基礎（一）【海洋水産学科】 データサイエンス基礎（一）

情報基礎（二）【海洋水産学科】

統計学

計量生物学

授業科目 選択項目 授業科目

情報基礎（一）

情報基礎（二）

特別講義「データサイエンス基礎」

データサイエンス基礎（一） 4‐5テキスト解析

データサイエンス基礎（一） 4‐6画像解析

選択項目

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐5テキスト解析

特別講義「データサイエンス基礎」 4‐6画像解析

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、シミュレーション・データ同化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(6回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(11回目,14回目,15回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(12回目～14回目)
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目,10回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(12回目～14回目)
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,5回目,9回目,10回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,5回目),「データサイエンス基
礎(二)」(1回目,2回目,4回目)
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」(6回目)
・認識技術、ルールベース、自動化技術
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」(6回目)

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）
「特別講義データサイエンス基礎」(9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(12
回目,14回目,15回目)
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1
回目,5回目～8回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(14回目,15回目)

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目～4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目～4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目),「情報基礎（一）」(6回目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（一）」(2回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・複数技術を組み合わせたAIサービス
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」(6回目)
・人間の知的活動とAIの関係性
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,2回目,3回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,2回目,3回目),「情報基礎（一）」(6回目)
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目)
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,9回目,10回目,13回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回
目,2回目,5回目),「情報基礎（一）」(6回目)

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(9回目,11回目～13回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(8回目〜15回目)
・1次データ、2次データ、データのメタ化
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(3回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(3回目),「情報基礎（一）」(8回目)
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,12回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(4回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(3回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(1回目～3回目),「情報基礎（一）」(8回目,11回目)
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データのオープン化（オープンデータ）
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,4回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,4回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(3回目),「情報基礎
（二）」【海洋水産学科】(1回目～3回目)

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,3回目,4回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目,3回目,4回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),
「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(1回目,9回目,13回目),「情報基礎（一）」(6回目)
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(1回目,9回目,13回目)
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など
「特別講義データサイエンス基礎」(1回目,9回目,13回目～16回目),「データサイエンス基礎(一)」(1回目),「データサイエンス基礎(二)」(1回目,5回目～8
回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(1回目,9回目,13回目)
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⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目)
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(1回目,4回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(2回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」【海洋水
産学科】(1回目,4回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(2回目),「情報基礎（一）」(4回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(4回目)
・データバイアス、アルゴリズムバイアス
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目,16回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(4回目)
・AIサービスの責任論
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目)
・データ・AI活用における負の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(6回目)

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性
「特別講義データサイエンス基礎」(4回目),「データサイエンス基礎(一)」(4回目),「情報基礎（一）」(5回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(1回目,5回
目)
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(5回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(1回目,5
回目)
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介
「特別講義データサイエンス基礎」(16回目),「データサイエンス基礎(二)」(8回目),「情報基礎（一）」(5回目)

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数、質的変数）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目)「情報基礎（二）」(6回目～14回目),「情報基
礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「計量生物学」(8回目)
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(3回目,9回目),「情報基礎
（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「統計学」(2回目),「統計学」【海洋水産学科】(2回目,4回目,6回目),「計量生物学」(2回目)
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(9回目),「情報基礎（一）」
【海洋水産学科】(9回目～13回目), 「統計学」(1回目),「統計学」【海洋水産学科】(5回目),「計量生物学」(7回目)
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(3回目,9回目),「情報基礎
（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「統計学」【海洋水産学科】(3回目),「計量生物学」(3回目)
・観測データに含まれる誤差の扱い
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(9回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～
13回目),「計量生物学」(3回目)
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目)
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）
「特別講義データサイエンス基礎」(8回目),「データサイエンス基礎(一)」(8回目),「情報基礎（一）」(8回目),「情報基礎（二）」(14回目),「情報基礎（一）」
【海洋水産学科】(9回目～13回目),「統計学」【海洋水産学科】(12回目),「計量生物学」(10回目)
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（二）」(10回目～13回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】
(9回目～13回目),「統計学」【海洋水産学科】(7回目～9回目),「計量生物学」(2回目)
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目,8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目,8回目),「情報基礎（二）」(14回目),「計量生物学」(8回目,9回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」(4回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～
13回目),「統計学」(1回目),「統計学」【海洋水産学科】(1回目)

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(6回目,15回目),「情報基礎（二）」(9回目,14回目),「情
報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目), 「統計学」(2回目),「統計学」【海洋水産学科】(4回目～6回目),「計量生物学」(3回目,11回目～13回
目)
・データの図表表現（チャート化）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(15回目),「情報基礎（二）」(9回目),「情報基礎（一）」
【海洋水産学科】(9回目～13回目),「計量生物学」(3回目,11回目～13回目)
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)
「特別講義データサイエンス基礎」(7回目),「データサイエンス基礎(一)」(7回目),「情報基礎（一）」(4回目,15回目),「情報基礎（二）」(9回目),「情報基礎
（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目) ,「統計学」(3回目),「計量生物学」(5回目,7回目～9回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(4回目,15回目),「情報基礎（二）」(9回目),「計量生物
学」(3回目)
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（二）」(9回目)
・データの集計（和、平均）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(13回目〜15回目),「情報基礎（二）」(9回目),「情報基
礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(4回目～8回目),「統計学」(2回目),「統計学」【海洋水産学科】(2回目),
「計量生物学」(4回目)
・データの並び替え、ランキング
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目),「情報基礎（一）」(15回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～
13回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(4回目～8回目)
・データ解析ツール（スプレッドシート）
「特別講義データサイエンス基礎」(6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(6回目～8回目),「情報基礎（一）」(13回目〜15回目),「情報基礎（二）」
(3回目〜15回目),「情報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(4回目～8回目),「統計学」【海洋水産学科】
(10回目～15回目),「計量生物学」(11回目～12回目)
・表形式のデータ（csv）
「特別講義データサイエンス基礎」(5回目,6回目～8回目),「データサイエンス基礎(一)」(5回目,6回目～8回目),「情報基礎（一）」(13回目〜15回目),「情
報基礎（一）」【海洋水産学科】(9回目～13回目),「情報基礎（二）」【海洋水産学科】(4回目～8回目),「計量生物学」(13回目)

・データ分析・活用の基礎的能力
・統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力
・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的思考・手法を活用し問題解決する能力
・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力
・AI活用の基礎的素養

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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2023年度において生成AIに関するトピックは、プログラム構成科目内において触れることはなかった。しかし、2024年度については「特別講義　データサイエンス基礎」の第1回目授
業「データサイエンスの現在」において大幅に時間を割いて、その原理と活用方法、今後の発展可能性、リスクや企業での利活用方法について講義を行っている他、「AI入門」
「ディープラーニング入門」でも言及している。
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様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 7017 人 女性 5659 人 （ 合計 12676 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

農学部 2,375 558 2,232 164 107 164 7%

応用生物科学部 2,436 570 2,280 26 10 26 1%

生命科学部 1,739 410 1,640 100 87 100 6%

地域環境科学部 2,104 490 1,960 81 44 81 4%

国際食料情報学部 2,564 600 2,400 41 11 41 2%

生物産業学部 1,458 363 1,452 144 76 144 10%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 12,676 2,991 11,964 556 335 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 556 5%

令和4年度 令和3年度

東京農業大学

令和2年度

プログラムの履修者数等の実績について

令和5

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和5年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和元年度 平成30年度
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大学等名

① 全学の教員数 369 人 （非常勤） 405 人

② プログラムの授業を教えている教員数 64 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

東京農業大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

東京農業大学情報教育推進委員会内規・東京農業大学教学検討委員会内規

本学における情報教育を発展させ、学生のICTスキルのレベルアップを図るとともに、数理・
AI・データサイエンスに関する知識・技能・基礎力を有した人材育成を目指した教育内容、IR
情報活用等の検討を行う。
また、情報教育を実践する上で欠かせない情報教育システム並びに３キャンパス全体の
ネットワーク基盤に関する検討を行う。
さらに、情報技術(IT)・情報通信技術(ICT)を利用する上での情報セキュリティ全般に関わる
事項の検討を行う。

情報教育推進委員長　　 島田　沢彦(地域環境科学部 生産環境工学科　教授)
情報教育推進副委員長　畑中　勝守(国際食料情報学部 アグリビジネス学科　教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 大西　章博(応用生物科学部 醸造科学科　教授)
　　　　　　 　　　　　　　　  秋山　聡子(応用生物科学部 栄養科学科　准教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 勝田　亮(生命科学部 分子生命化学科　准教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 福岡　秀也(国際食料情報学部　教養分野 助教)
　　　　　　  　　　　　　　　 田留　健介(教職・学術情報課程　准教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 原　珠里(図書館長)
　　　　　　  　　　　　　　　 半澤　惠(農学部 図書館長)
　　　　　　  　　　　　　　　 平野　繁(農学部 農学科　准教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 相根　義昌(生物産業学部 図書館長)
　　　　　　  　　　　　　　　 朝隈　康司(生物産業学部 海洋水産学科　准教授)
　　　　　　  　　　　　　　　 岩崎　研一(図書館 事務部長)
　　　　　　  　　　　　　　　 三宅　修平(情報教育センター　客員教授)

東京農業大学情報教育推進委員会・東京農業大学教学検討委員会

島田　沢彦 情報教育推進委員長

島田　沢彦 情報教育センター長

(常勤）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 20%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 11,964

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

50%

本教育プログラムの修了要件とする4科目の内、2科目（「情報基礎(一)」および「情報基礎
（二）」）は全学共通の1年次必修科目である。「特別講義データサイエンス基礎」）は、キャン
パス・学部・学科に履修の制約のない科目として開講している。修了要件の残り1科目は、
各学科にて選択科目として履修可能な統計関連科目（5科目）としている。このように、本学
の数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、全学部全学科の学生が履修できる体制の
もとに実施されている。

1年次必修授業科目「情報基礎（一）」および「情報基礎（二）」において、数理・データサイエ
ンス・AI教育プログラムを紹介するチラシを配布し、全1年生に周知している。また、本学が
学生向けに公開している資料の「学生生活ハンドブック」に、本教育プログラムの概要と履
修方法を掲載し、学生へ周知している。

5%

30%

10%

収容人数を母数とする履修率の計算では、プログラム履修が出来ない1年次生も母数に入
るため低い値となってしまう。実質履修率向上の対策として、令和７年度より、「特別講義
データサイエンス基礎（DS基礎）」科目が新カリキュラム下で1単位科目「DS基礎（一）」およ
び「DS基礎（二）」の2科目体制とすることでの改善を計画している。「DS基礎（二）」はリテラ
シーレベルとしては非常に高度なワークショップ形式でのグループワークを実施する単元を
含むため、これを切り離し、今後応用基礎レベルのプログラムの修了要件科目として再設計
する予定である。「DS基礎（一）」はオンデマンド・ライブオンライン授業での実施を基本とす
るため、3キャンパスに所属する全ての学科の学生の履修が可能であり、全学的なリテラ
シーレベルの履修率の向上が図れる。令和８年度以降、新カリキュラム体制での履修・学習
理解度状況を検討しながら、東京農業大学情報教育推進委員会において採点・評価体制を
改善しながら令和９年度には履修率50%を目指す。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

「特別講義データサイエンス基礎」の授業は、多くの学生が履修できるようオンライン(オンデ
マンド・ライブオンライン)形式で実施している。
各授業コマの授業終了後に学生から聴取した質問に当該単元の授業担当教員が回答する
ライブオンライン授業回を設け、学生の修得・理解をサポートする授業実施の体制を敷いて
いる。
また、「特別講義データサイエンス基礎」の授業ポータルサイトを開設し、講義オンデマンド
ビデオ、ライブオンライン授業録画ビデオ等の資料、コンテンツを同授業ポータルサイトにて
公開している。同授業ポータルサイトは、履修の有無に関わらず全ての学生が閲覧可能で
あり、多くの学生に本教育プログラムの学修内容とデータサイエンスの重要性を周知する環
境を整備している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学Webサイト内の本教育プログラムのWebページにて、データサイエンスおよび本教育プ
ログラムの履修に関するFAQを公開している。加えて、同Webページにて履修に関する質問
をFormsにて受け付けるシステムを提供している。
「特別講義データサイエンス基礎」については、同科目の授業ポータルサイトにて、授業コマ
毎に設けたFormsで当該授業回の講義内容について履修者からの質問を聴取するシステ
ムを敷いている。Zoomによるライブオンライン授業回では、当該単元の担当教員が事前に
聴取された質問に対し回答・解説を行うと共に、オンラインで参加する履修者の質問にライ
ブで回答している。この授業回の録画も、事後に授業ポータルサイトで公開している。
履修者は授業時間以外にも、授業担当教員あるいは情報教育センター教育部門に所属す
る本学専任教員にメール、LMSを通して質問できる体制が取られている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 東京農業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 島田　沢彦 （役職名） 情報教育推進委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

本プログラムのコア科目「特別講義データサイエンス基礎」の履修者を対象とするアンケートを実施し、履修者の理解
度、興味関心、学習意欲について調査している。結果は東京農業大学情報教育推進委員会に報告し、本教育プログラ
ムの評価および翌年度のプログラム改善に活用している。
以下のアンケートではいずれも73％～79％が「とてもそう思う」、「そう思う」と回答している。

・「特別講義データサイエンス基礎」の授業に「意欲と関心を持っていたか」
・「学習したことは今後の学部・学科の勉強に役立つと思うか」
・「データサイエンス，AIに対する興味・関心が高まったか」

従って、本教育プログラムの主旨、内容についての理解度は高いと考えられる。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

「情報基礎（一）」および「情報基礎（二）」は全学共通の必修科目であり、卒業者の履修率は100%である。
この2科目以外の他の本教育プログラム構成科目については、情報教育センターにおいて、学生の履修・単位取得状
況を把握、確認している。
本教育プログラムのコア科目である「特別講義データサイエンス基礎」については、オンデマンド授業の受講状況、ライ
ブオンライン授業の出席状況、課題提出状況、回答状況等を履修者ごとに把握し、分析している。

東京農業大学情報教育推進委員会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムの構成科目の履修者に対しアンケートを実施し、その理解度について調査した。「特別講義データサイエ
ンス基礎」、「情報基礎（一）」、「情報基礎（二）」では以下の結果を得た。

従って、授業内容の理解度は高いと考える。
なお、本プログラム開始初年度であったことから、「特別講義データサイエンス基礎」の履修者のうち、「実験計画法」、
「生物統計学」、「統計学」、「統計基礎」、「計量生物学」を前年度までに既修した者、あるいは当年に履修した者は少
数であった。前掲の統計関連科目の単位修得者の半分以上は、いずれの科目についても「理解できた」と回答してい
る。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

情報教育センターにおいて本教育プログラムのコア科目である「特別講義データサイエンス基礎」の履修者を対象とし
実施した授業アンケートでは、後輩学生や他の未履修の学生への本教育プログラムの推奨について、以下の回答が
得られた。「ぜひ薦めたい」、「薦めたい」と回答した者は全体の60%を超えており、本教育プログラムの推奨度は高いと
考えている。

ぜひ薦めたい(15.9%)
薦めたい(46.8%)
どちらでもない(31.5%)
あまり薦めたくない(4.2%)
薦めたくない(1.6%)

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

兼務教員会議、東京農業大学情報教育推進委員会を定期的に実施し、数理・データサイエンス・AI教育の内容につい
て各専門分野からの意見も取り入れ見直し等を検討し、学生の履修を推進している。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

兼務教員会議、東京農業大学情報教育推進委員会を定期的に実施し、学生からのアンケート結果を分析し、各授業
科目および「特別講義データサイエンス基礎」科目の各授業コマの講義内容・実施方法について見直しを検討してい
る。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本教育プログラムは令和5年度から開始し、初年度は修了者335人の内、4年生が58人おり、プログラムを修了した卒
業生を初めて輩出した。本学キャリアセンターと連携し、進路先や採用状況を把握することができる体制を設ける。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本プログラムの一部を担当した株式会社　富士通ラーニングメディアよりいただいた以下の意見を教育プログラムに反
映した。
・農業におけるテーマ（就農支援、負荷軽減、ノウハウ移譲）をもとにした課題解決型データ利活用ワークショップ
・DX推進スキル標準でも必要スキルとして挙げられる「デザイン」スキルの向上を目的としたワーク設計（ユーザー探求
やバリュープロポジション設計等）
・今後学生が、ユーザーのニーズをもとにした農業課題解決に興味を示すことを期待した講座設計

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

モデルカリキュラムリテラシーレベルの導入部分に準じた内容を展開し、時事やトレンド、本学学生の専門分野である
農業など、社会での実例をもとにデータサイエンス、AI等がどのように活用されているかを授業内で取り上げている。ま
た授業内でワークショップを開催し具体的な課題解決を行う実習を行うことにより意欲・好奇心を促す講義内容としてい
る。



その他受講上の注意
事項

様々な分野におけるAIの活用

企業内におけるデータ分析

大学内における研究活動

実験計画法、生物統計学、統計学(一)、統計学、統計学演習、統計基礎、計量生物学のいずれかの科目

情報基礎（一）、（二）の単位を習得済であること1

授業概要

ライブオンライン講義、オンデマンド講義およびPCを用いた実習を通し、数理、統計学、AI、データサイエンス分野の動向を俯瞰し、こ
れらの分野の基礎的素養及び知識・技能の修得を目的とする。
本講義は、数理・データサイエンス・AI教育プログラムの必修科目となる。

5

以下のURLに従い、授業を実施します。

・データサイエンス授業ポータル（2025年度）
https://nodaiweb.university.jp/datascience/setagaya_atsugi/index.html

・学習スケジュール
https://nodaiweb.university.jp/datascience/schedule/

アクティブ・ラ
ーニングを
使用した授業の
手法

学んだことが活用で
きる領域

教科書及び資料
（授業前に読んでお
くべき本・資料）

取り扱う領域
（キーワードで記
載）

評価の方法
（レポート・小テス
ト・定期試験・課題
等のウェイト）

この科目を履修する
前に単位を修得して
おくことが望ましい
科目

授業をより良く理解
するのに便利な参考
書・資料等

到達目標

データ分析・活用の基礎的能力、統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力、日常生活や仕事等の様々な場面で数
理的思考・手法を活用し問題解決する能力、AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力、AI活用の基礎的素養を身につけ
ることを目標とする。

テキストマイニング

データサイエンス

ディープラーニング

AI

数理科学

統計学 反転授業

実習

生物科学系・農学系のための情報処理 東京農業大学情報教育センター 東京農業大学情報教育セン

2

1

3

4

5

6

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

Ｅｘｃｅｌによるアンケート分析 内田 治 東京図書（2020） 978-4489023279

978-4274222856オーム社（2019）末吉美喜テキストマイニング入門

教養としてのデータサイエンス 北川源四郎(編集), 竹村 彰通他講談社（2021）

平常点

小テスト

レポート

定期試験

備考

割合 詳細

・2/3以上の出席のない者は成績評価の対象にしない。

・出席確認は、WebClassにて行う。

100 毎回の授業において、小課題、レポートの提出を課す。提出された内容で、学修の理解度を評価する。

NO

2

1

3

4

NO

1

2

3

4

5

978-4065238097

その他

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

－ 1 －

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
東京農業大学

世田谷

1

データサイエンス基礎（一）

08IN2301

三宅　修平／島田　沢彦／福岡　秀也／朝隈　康司／水谷　正大／内田　治／末吉　美喜／畑中　勝守

２年生

前学期 月曜日 5時限

2025

企業の研究所での研究・開発業務経験（
人工知能・データサイエンスについて備考 科目ナンバリング

変更後のシラバス



2－ －

授
業
の
進
行
等
に
つ
い
て

ガイダンス及びデータサイエン
スの現在

8

7

6

5

4

3

2

データ分析の基礎

データ分析の発展

データ分析の応用

自然言語処理入門

AI入門(3)AI技術がかかえる期待
と不安

AI入門(2)AI技術は何故うまくい
くのか

AI入門(1)AI技術を使う社会
AI技術を実際に使ってみると、その用途を誰しもが思い
つく。そこには知能の技術化という未曾有の問題が立ち
上がってくる。

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)

1

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)

現在の先端技術の一旦をCPUチップに見て、脳細胞のあ
り方に示唆を得た現在のAI技術の背景にあるニューラル
ネットワーク計算モデルを紹介する。

データサイエンスというキーワードを検索し
て、意味と様々な分野での活用状況について
、調べておくこと。（2時間）本講義のガイダンス及び富士通エバンジェリストによる

講義（データサイエンスの現在）

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)AI技術が示す「知性」は期待と共に私たちにとって不安

をもたらす。その根源には知識の技術化を巡る諸問題が
ある。人間が有限資源である地球上であらゆる生命に囲
まれて幸せに生きていくことを考える。

講義担当者の資料を通読し、不明な点を調べ
ておくこと。シラバスの「その他受講上の注
意事項」を参照し、フリーソフトKH Coderを
各自のPCにインストールしておくこと。(2時
間)

自然言語処理とテキストマイニングについて理解を深め
、テキストマイニングツール(KH Coder)による分析を実
習する。

Excelの操作に慣れておくこと。具体的には
、数式の入力ができるようになっていること
。簡単なグラフ（棒グラフなど）はExcelで
作成できるようにしておくこと。（２時間）

収集したデータの要約方法、集計方法、および、グラフ
を用いた視覚化の方法を学ぶ。具体的には、平均値や標
準偏差の算出、ヒストグラムと箱ひげ図の作成、単純な
集計方法について、Excelを用いて実践する。

Excelの操作に慣れておくこと。具体的には
、数式の入力ができるようになっていること
。簡単なグラフ（棒グラフなど）はExcelで
作成できるようにしておくこと。（２時間）

推測統計学で用いられる検定と呼ばれる手法の考え方を
学ぶ。具体的には、母集団と標本の区別、実際のデータ
解析において、最も頻繁に使われるｔ検定と呼ばれる検
定方法をExcelを用いて実践する。

Excelの操作に慣れておくこと。具体的には
、数式の入力ができるようになっていること
。簡単なグラフ（棒グラフなど）はExcelで
作成できるようにしておくこと。（２時間）

収集したデータを分類する２つの方法、「層別によるデ
ータの分類方法」と「クラスタリングという分類方法」
について学ぶ。クラスタリングについては、考え方を中
心にどのような方法があるかを解説する。

予習内容及び
必要な時間内容テーマNO 復習内容及び

必要な時間

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
東京農業大学

世田谷

1

データサイエンス基礎（一）

08IN2301

三宅　修平／島田　沢彦／福岡　秀也／朝隈　康司／水谷　正大／内田　治／末吉　美喜／畑中　勝守

２年生

前学期 月曜日 5時限

2025

企業の研究所での研究・開発業務経験（
人工知能・データサイエンスについて備考 科目ナンバリング



その他受講上の注意
事項

様々な分野におけるAIの活用

企業内におけるデータ分析

大学内における研究活動

実験計画法、生物統計学、統計学(一)、統計学、統計学演習、統計基礎、計量生物学のいずれかの科目

データサイエンス基礎（一）の単位を修得済、あるいは修得見込みであることが望ましい

情報基礎（一）、（二）の単位を習得済であること1

授業概要

ライブオンライン講義、オンデマンド講義およびPCを用いた実習を通し、数理、統計学、AI、データサイエンス分野の動向を俯瞰し、こ
れらの分野の基礎的素養及び知識・技能の修得を目的とする。
本講義は、数理・データサイエンス・AI教育プログラムの必修科目となる。

5

以下のURLに従い、授業を実施します。

・データサイエンス授業ポータル（2025年度）
https://nodaiweb.university.jp/datascience/setagaya_atsugi/index.html

・学習スケジュール
https://nodaiweb.university.jp/datascience/schedule/

アクティブ・ラ
ーニングを
使用した授業の
手法

学んだことが活用で
きる領域

教科書及び資料
（授業前に読んでお
くべき本・資料）

取り扱う領域
（キーワードで記
載）

評価の方法
（レポート・小テス
ト・定期試験・課題
等のウェイト）

この科目を履修する
前に単位を修得して
おくことが望ましい
科目

授業をより良く理解
するのに便利な参考
書・資料等

到達目標

データ分析・活用の基礎的能力、統計情報を正しく解釈し、データに基づく意思決定ができる能力、日常生活や仕事等の様々な場面で数
理的思考・手法を活用し問題解決する能力、AI技術を俯瞰し、その可能性と限界について認識する能力、AI活用の基礎的素養を身につけ
ることを目標とする。
さらにワークショップを通じて，農林水産業における課題を特定し、受益者（農家や農業経営者）のニーズを中心に据えた思考プロセス
で解決策を立案する能力を修得することを目的とする。

テキストマイニング

データサイエンス

ディープラーニング

AI

数理科学

統計学 PBL（課題解決型学習）

反転授業

ディスカッション、ディベート

グループワーク

プレゼンテーション

実習

生物科学系・農学系のための情報処理 東京農業大学情報教育センター 東京農業大学情報教育セン

2

1

3

4

5

6

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

Ｅｘｃｅｌによるアンケート分析 内田 治 東京図書（2020） 978-4489023279

978-4274222856オーム社（2019）末吉美喜テキストマイニング入門

教養としてのデータサイエンス 北川源四郎(編集), 竹村 彰通他講談社（2021）

平常点

小テスト

レポート

定期試験

備考

割合 詳細

・2/3以上の出席のない者は成績評価の対象にしない。

・出席確認は、WebClassにて行う。

70

30

毎回の授業において、小課題、レポートの提出を課す。提出された内容で、学修の理解度を評価する。

ワークショップで作成するドキュメントや課題として作成・提出するドキュメントの内容で、到達度・理解度を評価する。

NO

2

1

3

4

NO

1

2

3

4

5

978-4065238097

その他

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

－ 1 －

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
東京農業大学

世田谷

1

データサイエンス基礎（二）

08IN2302

三宅　修平／島田　沢彦／福岡　秀也／朝隈　康司／水谷　正大／内田　治／末吉　美喜／畑中　勝守

２年生

前学期 月曜日 5時限

2025

企業の研究所での研究・開発業務経験（
人工知能・データサイエンスについて備考 科目ナンバリング



2－ －

授
業
の
進
行
等
に
つ
い
て

農業分野におけるデータサイエ
ンスの活用事例

8

7

6

5

4

3

2

【ワークショップ2】農業におけ
るAI活用

【ワークショップ4】農業におけ
るAI活用

【ワークショップ3】農業におけ
るAI活用

【ワークショップ1】農業におけ
るAI活用

ディープラーニング入門(3)

ディープラーニング入門(2)

ディープラーニング入門(1)
深層学習の教師あり計算アーキテクチャーを紹介する。
入力訓練データから隣り合う層から層へと表現が変換さ
れて出力に至る過程を考える。

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)

1

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)

多くの訓練データを使って徐々に正解に近づくように学
習を進行させる深層学習の仕組をGoogle
ColaboratoryでKerasフレームを使って手書き数字の画
像認識の実際を紹介する。

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)

農業分野でのデータ活用事例（効率生産、品種改良等）
・北海道神恵内村の水産業でのデータ活用事例

講義担当者の資料を通読し、不明な点を可能
な限り調べておくこと。(2時間)層の深さを増やし大量のデータを使って高性能化を実現

してきた深層学習であるが、計算コストの増大や過学習
による能力低下の可能性などAI技術の課題を指摘考えて
みる。

自身で選択した農業課題について、具体的な
事例や取り組みを事前調査する。（2時間）日本の農業が抱える課題は様々あるが、事例を通じて課

題解決におけるデータ利活用の価値を認識するとともに
、受益者の声、業界情報について探求し、テーマの具体
化を行う。

バリュープロポジションキャンバスの利用例
について、インターネットの情報を集めなが
ら事前調査する。（2時間）事前調査内容から課題保有者を設定したうえで、課題保

有者に対する顕在ニーズ、潜在ニーズについてバリュー
プロポジションキャンバスを用いて整理する。

これ迄に学んだデータ利活用に関する知識、
スキルについて復習する。（2時間）ソリューション実現のためのデータ利活用（必要なデー

タ、分析手法、得たい分析結果）について整理、検討す
る。

アイデアのコンセプト、ポイントについて整
理する。（2時間）

これまでの検討内容を元に、チームで資料作成、発表を
行う。

予習内容及び
必要な時間内容テーマNO 復習内容及び

必要な時間

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

配布資料を通読、不明な点を調べておくこと
。
更にフォームズからの小課題に回答すること
。（2時間）

グループワークのアウトプットを元に農業課
題の追加調査を行いワークシートにまとめる
。更にフォームズからの小課題に回答するこ
と。（2時間）

グループワークのアウトプットを元に課題解
決のアイデアを検討しワークシートにまとめ
る。更にフォームズからの小課題に回答する
こと。（2時間）

ワークシートに表現できていない所を再検討
、フォームズの小課題に回答（2時間）

自テーマで3つのワークシートを作成し提出
、フォームズの小課題に回答（2時間）

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
東京農業大学

世田谷

1

データサイエンス基礎（二）

08IN2302

三宅　修平／島田　沢彦／福岡　秀也／朝隈　康司／水谷　正大／内田　治／末吉　美喜／畑中　勝守

２年生

前学期 月曜日 5時限

2025

企業の研究所での研究・開発業務経験（
人工知能・データサイエンスについて備考 科目ナンバリング



その他受講上の注意
事項

レポート作成

マーケティングリサーチ

データ処理

卒業研究全般

特になし1

授業概要

　今日、統計は私たちの身の回りで幅広く利用されている。たくさんのデータを集めてその傾向や性質を探ることは、ビジネスにおける
必須の知識と言える。現在では、マーケティング、商品開発、金融、教育、行政など、様々な分野で応用されている。そこでこの講義で
は、統計学の基礎知識、特に記述統計学を中心にその理論と統計処理の基礎概念を学ぶ。

5

学年

最低2回の遠隔授業を実施する。

アクティブ・ラ
ーニングを
使用した授業の
手法

学んだことが活用で
きる領域

教科書及び資料
（授業前に読んでお
くべき本・資料）

取り扱う領域
（キーワードで記
載）

評価の方法
（レポート・小テス
ト・定期試験・課題
等のウェイト）

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数

この科目を履修する
前に単位を修得して
おくことが望ましい
科目

授業をより良く理解
するのに便利な参考
書・資料等

到達目標

アグリビジネス学科

世田谷

2

統計学（一）

05BM2305

ＳＡＶＩＬＬＥ　ＲＡＭＡＤＨＯＮＡ

２年生

前学期 火曜日 2時限

　この講義は講義形式で行い、データのばらつきの概念や分散、相関、回帰分析等の基礎知識を習得することを目指す。 また、なるべく
身近な例を多く活用して、統計に慣れるための訓練を積む。

回帰分析�

相関係数�

平均値と分散�

データの分類�

記述統計�

2025

ディスカッション、ディベート

Excelでできるらくらく統計解析 藤本壱 自由国民社(2016/9/2)4426121582

2

1

3

4

5

6

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

入門統計学 栗原伸一 オーム社(2011) 978-4-274-06855-3

平常点

小テスト

レポート

定期試験

備考

割合 詳細

３０％

定期試験（中間・最終）の結果に、授業態度を総合的に勘案して評価する。（定期試験70％、小テストなど30％）

70%

課題、議論、積極性

中間試験、期末試験

NO

2

1

3

4

NO

1

2

3

4

5

その他

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

－ 1 －

備考 科目ナンバリング



11

2－ －

授
業
の
進
行
等
に
つ
い
て

イントロダクション

12

13

14

15

10

9

8

7

6

5

4

3

2

総合理解�

演習�

2つのデータを近似する3

2つのデータを近似する2

2つのデータを近似する1

2つのデータの関係をつかむ3

データの傾向を知る3

2つのデータの関係をつかむ2

2つのデータの関係をつかむ1

確率分布

データの傾向を知る2

データの傾向を知る1

統計の基本と利用2

統計の基本と利用1 記述統計学と推測統計学�

手短なことを統計学的な考え方で予習。1時
間

1

半期を通したノート作成の準備。1時間

統計を使ったさまざまな世界。オンデマンドで行う。

統計学の必要性を予習。1時間

講義内容のガイダンス

ヒストグラムの作成準備を予習。1時間

度数分布ヒストグラム

平均、メディアン、モードの違いの整理。1
時間

代表値（平均、メディアン、モード）�

ばらつきとは何かを予習。1時間

分散と標準偏差�

散布図の必要性を予習。1時間

散布図の作成と見方

様々なデータを考えておく。1時間

相関と相関係数

確率の必要性を予習。1時間

確率、確率分布、正規分布

手短な因果関係を考えておく。1時間

世の中における相関関係と因果関係。オンデマンドで行
う。

因果関係の概念の整理。1時間

データどうしの関係を式で表す

近似の考え方を予習。1時間

最小二乗法と回帰直線

回帰直線を予習、。1時間

回帰直線の決定係数

回帰分析の考え方を予習。1時間

散布図の作成と回帰分析�

期末試験の準備。2時間

これまでのまとめと復習�

予習内容及び
必要な時間内容テーマNO 復習内容及び

必要な時間

統計学の必要性を復習。1時間

記述統計学と推測統計学の違いを復習。1時
間

手短なことを統計学的な考え方で復習。1時
間

ヒストグラムの作成練習を復習。1時間

平均、メディアン、モードの違いの復習。1
時間

分散と標準偏差の計算課題を復習。1時間

散布図の作成の仕方を復習。1時間

手短な相関関係を考えておく。1時間

正規分布の特徴を復習。1時間

相関関係と因果関係の定義を復習。1時間

線形数式を復習。1時間

近似の考え方の確認と復習。1時間

回帰直線の作成を復習。2時間

回帰分析の復習。1時間

全テーマの復習。2時間

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
アグリビジネス学科

世田谷

2

統計学（一）

05BM2305

ＳＡＶＩＬＬＥ　ＲＡＭＡＤＨＯＮＡ

２年生

前学期 火曜日 2時限

2025

備考 科目ナンバリング



その他受講上の注意
事項

レポート・企画書の作成

マーケティングリサーチ

データ処理

卒業研究全般

バイオビジネス統計学Ⅱ

バイオビジネス統計学Ⅰ1

授業概要

今日、統計は私たちの身の回りで幅広く利用されている。たくさんのデータを集めてその傾向や性質を探ることは、ビジネスにおける必
須の知識と言える。現在では、マーケティング、商品開発、金融、教育、行政など、様々な分野で応用されている。そこで2年時には「バ
イオビジネス統計学Ⅰ」でその基礎知識を修得したところである。
この講義では、統計学の基礎知識を踏まえた上で、改めて多変量解析について学ぶ。
フルバージョンのエクセルを利用するため、PC/デスクトップ/ノートパソコンを所有している限定の授業である。

5

学年

準備学習については必要に応じて授業中に指示する。必要に応じて2回程度，遠隔授業を行う。課題提出と完成度を重視して評価するため
，理由の如何に関わらず欠席した場合の課題未提出は評価が下がるので注意が必要である。最低2回の遠隔授業を実施する。

アクティブ・ラ
ーニングを
使用した授業の
手法

学んだことが活用で
きる領域

教科書及び資料
（授業前に読んでお
くべき本・資料）

取り扱う領域
（キーワードで記
載）

評価の方法
（レポート・小テス
ト・定期試験・課題
等のウェイト）

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数

この科目を履修する
前に単位を修得して
おくことが望ましい
科目

授業をより良く理解
するのに便利な参考
書・資料等

到達目標

アグリビジネス学科

世田谷

2

統計学演習

05PM2201

ＳＡＶＩＬＬＥ　ＲＡＭＡＤＨＯＮＡ／畑中　勝守

２年生

前学期 水曜日 3時限

この授業は演習形式で行い、データのばらつきの概念や分散、相関、回帰分析等に関する基礎知識を踏まえた上で、Excelを用いた基本的
な統計解析を行うことができるようになることを目指す。

重回帰分析�

仮説検定

分散分析

多変量解析

統計解析

2025

実習、フィールドワーク

入門統計学 栗原伸一 オーム社(2011) ISBN978-4-274-06855-3

2

1

3

4

5

6

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

書名 著者 出版社(発行年) ISBN

平常点

小テスト

レポート

定期試験

備考

割合 詳細

50

50

毎回、授業中に課題を課す。課題の提出状況を得点化し評価する。

中間試験、期末試験

NO

2

1

3

4

NO

1

2

3

4

5

その他

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

－ 1 －

備考 科目ナンバリング
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2－ －

授
業
の
進
行
等
に
つ
い
て

イントロダクション

12

13

14

15

10

9

8

7

6

5

4

3

2

復習2

統計分析3

統計分析2

統計分析1

統計検定5

統計検定4

統計検定１

復習１

統計検定2

統計検定3

箱ひげ図

平均

ヒストグラム

基本統計量、クロス集計 基本統計量による記述統計学。オンデマンドで行う。

基本統計量の復習。準備学習、2時間

1

テキストの予習。準備学習、2時間。�

ヒストグラムの作り方

テキストの購入

講義内容のガイダンス

ヒストグラムの復習。準備学習、2時間

算術平均、加重平均、幾何平均、移動平均

様々な平均の復習。準備学習、2時間

箱ひげ図の作成、計算など

箱ひげ図の復習。準備学習、2時間

１標本問題のt検定

１標本t検定の復習。準備学習、2時間

2標本問題のt検定

２標本t検定の復習。準備学習、2時間

復習１。オンデマンドで行う。

先週までの復習。準備学習、2時間

一元配置の分散分析

一元分散分析の復習。準備学習、2時間

二元配置の分散分析繰り返しのない検定

二元分散分析(繰り返しなし)の復習。準備学
習、2時間

二元配置の分散分析繰り返しのある検定

二元分散分析(繰り返しあり)の復習。準備学
習、2時間

散布図の作成、相関係数、単回帰分析

単回帰分析の復習。準備学習、2時間

重回帰分析の計算と解釈

重回帰分析の復習。準備学習、2時間

感度分析による計画や予想を立てるなど

仮説検定の復習，テキストの予習。準備学習
、2時間。

復習2

予習内容及び
必要な時間内容テーマNO 復習内容及び

必要な時間

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

授業中の課題について復習しておくこと。2
時間以上。

全授業の復習。準備学習、2時間

学年

キャンパス

学部・学科

担当者氏名

学期・曜日・時限

対象年度

科目名

単位数
アグリビジネス学科

世田谷

2

統計学演習

05PM2201

ＳＡＶＩＬＬＥ　ＲＡＭＡＤＨＯＮＡ／畑中　勝守

２年生

前学期 水曜日 3時限

2025

備考 科目ナンバリング



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

農業や関連産業の発展に必要な
基礎科学、基礎技術に関する知
識と理解力を有している。

農業はもとより、食料、健康、環
境問題などの分野における問題
解決能力を有している。

農業、食料、健康、環境問題など
の分野における学修で得た知識
を活かして、社会人として主体
的、協働的な活動ができる能力を
有している。

農業や関連産業の新しい未来を
築くことのできる能力を有してい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ △
キャリアデザイン（二） 1 2 ○ △

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 2 ○
実用英語（四） 2 2 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 2 ○
中国語（二） 2 2 ○
スペイン語（一） 2 2 ○
スペイン語（二） 2 2 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 科学と哲学 2 2 ○
芸術 2 2 ○
文化人類学 2 2 ○

社会科学分野科目 国際関係を考える 2 2 ○
日本国憲法 2 2 ○
現代社会の諸問題 2 2 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
数学 2 1 〇
物理学 2 1 ○
地学 2 2 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 農学概論 2 1 〇 △
必 農業実習（一） 2 1 ○ △
必 農業実習（二） 2 1 〇 △

心理学概論 2 1 ○
経済入門 2 2 ○
生命倫理 2 2 ○
生化学 2 2 ○
農業インターンシップ 2 2 ○ △
環境科学 2 3 ○
知的財産論 2 3 ○
動植物園論 2 3 ○
プレゼンテーション英語 2 3 ○ △
科学英語 2 4 △ ○

専門基礎科目 必 作物生産学 2 1 △ ○
必 土壌学 2 1 △ ○
必 園芸学（一） 2 1 △ ○
必 植物遺伝学 2 1 △ ○
必 植物病理学 2 1 △ ○
必 園芸学（二） 2 1 △ ○
必 植物育種学（一） 2 2 △ ○
必 昆虫学 2 2 △ ○
必 生物学実験 2 2 △ ○
必 農業実習（三） 2 2 △ ○

食用作物学（一） 2 2 △ ○
植物病原微生物学（一） 2 2 △ ○
果樹園芸学 2 2 △ ○
野菜園芸学 2 2 △ ○
花卉園芸学 2 2 △ ○
園芸環境植物学 2 2 △ ○
食用作物学（二） 2 2 △ ○
工芸・飼料作物学 2 2 △ ○
植物育種学（二） 2 2 △ ○
果樹栽培論 2 2 △ ○
野菜栽培論 2 2 △ ○
花卉栽培論 2 2 △ ○
ポストハーベスト論 2 2 △ ○
雑草学 2 3 △ ○
植物病原微生物学（二） 2 3 △ ○

専門応用科目 農業気象学 2 2 △ ○
植物栄養学 2 2 △ ○
植物生理生態学 2 2 △ ○
農業経営学 2 2 △ ○
生命科学 2 3 △ ○
自然再生技術論 2 3 △ ○
実験計画法 2 3 △ ○
植物生長調節論 2 3 △ ○
分子生物学 2 3 △ ○
農産物マーケティング論 2 3 △ ○
植物防疫論 2 3 △ ○

総合化科目 作物学実験（一） 3 ○ △
植物育種学実験（一） 3 ○ △
植物病理学実験（一） 3 ○ △
園芸学実験（一） 3 ○ △
ポストハーベスト学実験（一） 3 ○ △
農業環境学実験（一） 3 ○ △
作物学実験（二） 3 ○ △
植物育種学実験（二） 3 ○ △
植物病理学実験（二） 3 ○ △
園芸学実験（二） 3 ○ △
ポストハーベスト学実験（二） 3 ○ △
農業環境学実験（二） 3 ○ △
作物学演習（一） 3 ○ △
植物育種学演習（一） 3 ○ △
植物病理学演習（一） 3 ○ △
園芸学演習（一） 3 ○ △
ポストハーベスト学演習（一） 3 ○ △
農業環境学演習（一） 3 ○ △
作物学演習（二） 3 ○ △
植物育種学演習（二） 3 ○ △
植物病理学演習（二） 3 ○ △
園芸学演習（二） 3 ○ △
ポストハーベスト学演習（二） 3 ○ △
農業環境学演習（二） 3 ○ △
作物学演習（三） 4 △ △
植物育種学演習（三） 4 △ ○
植物病理学演習（三） 4 △ ○
園芸学演習（三） 4 △ ○
ポストハーベスト学演習（三） 4 △ ○
農業環境学演習（三） 4 △ ○
作物学演習（四） 4 △ ○
植物育種学演習（四） 4 △ ○
植物病理学演習（四） 4 △ ○
園芸学演習（四） 4 △ ○
ポストハーベスト学演習（四） 4 △ ○
農業環境学演習（四） 4 △ ○

必 卒業論文 4 4 △ ○

農学部 農学科

科目区分 履修 授業科目 学年

選必

選必

選必

必 2

単位

必 4

必 4

必 2

必 4

必 4

変更後のプログラムが全学部等に開講されていることがわかる資料

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

 社会の一員としての自覚と協調
性を持ち、生命の尊厳を重んじ、
高い倫理感を持って、自律的・継
続的に行動する能力を修得して
いる。

動物関連産業に関わる各種企業
や団体の指導者、技術者、公務
員、教員、畜産業を支える後継者
や新規就農者として国内外で活
躍し得る専門知識や技術を修得
している。

 動物に関する知識や技能を活用
して、食料、環境、健康、エネル
ギーなど人類の抱える諸問題を
論理的に解明し、解決策を見出
す能力を有している。

動物に関する知識や技能を社会
に還元し、自らの人生を切り拓い
て行くためのプレゼンテーション
能力と物心ともに豊かな人生・社
会を築いてゆくためのコミュニ
ケーション能力を修得している。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 2 ○
実用英語（四） 2 2 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 2 ○
中国語（二） 2 2 ○
スペイン語（一） 2 2 ○
スペイン語（二） 2 2 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 科学と哲学 2 2 ○
芸術 2 2 ○
文化人類学 2 2 ○

社会科学分野科目 国際関係を考える 2 2 ○
日本国憲法 2 2 ○
現代社会の諸問題 2 2 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
数学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
地学 2 2 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 農学概論 2 1 ○
必 農業実習（一） 2 1 ○
必 農業実習（二） 2 1 ○

心理学概論 2 1 ○
経済入門 2 2 ○
生命倫理 2 2 ○ ○
生化学 2 2 ○
農業インターンシップ 2 2 ○ ○
環境科学 2 3 ○
知的財産論 2 3 ○
動植物園論 2 3 ○
プレゼンテーション英語 2 3 ○
科学英語 2 4 ○

専門基礎科目 必 動物科学概論 2 1 ○ ○
必 動物解剖学 2 1 ○ ○
必 動物品種論 2 1 ○ ○
必 遺伝学 2 1 ○ ○
必 動物微生物学 2 1 ○ ○
必 動物生理学 2 1 ○ ○
必 動物管理学 2 1 ○ ○
必 化学実験 2 1 ○
必 生物学実験 2 1 ○
必 動物生殖学 2 2 ○ ○
必 動物生理遺伝学 2 2 ○ ○
必 動物栄養学 2 2 ○ ○
必 動物衛生学 2 2 ○ ○
必 動物行動学 2 2 ○ ○
必 動物遺伝育種学 2 2 ○ ○
必 生物統計学 2 2 ○
必 実験動物学 2 2 ○ ○
必 動物資源学 2 2 ○ ○
必 飼料学 2 2 ○ ○
必 動物感染症学 2 2 ○ ○
必 生殖生理学 2 2 ○ ○
必 ヒトと動物の関係学 2 2 ○ ○

動物管理実習 2 2 ○ ○
専門応用科目 農業気象学 2 2 ○ ○

植物栄養学 2 2 ○ ○
植物生理生態学 2 2 ○ ○
動物免疫学 2 3 ○ ○
行動評価制御学 2 3 ○ ○
生殖補助医療学 2 3 ○ ○
農業経営学 2 3 ○ ○
生命科学 2 3 ○ ○
自然再生技術論 2 3 ○ ○
トリの生殖学 2 3 ○ ○
動物生理化学 2 3 ○ ○
分子栄養学 2 3 ○ ○
植物生長調節論 2 3 ○ ○
分子生物学 2 3 ○ ○
農産物マーケティング論 2 3 ○ ○
畜産物利用学 2 4 ○ ○
食品衛生学 2 4 ○ ○

総合化科目 必 動物科学実験実習 2 2 ○ ○
必 動物科学基礎実験実習 2 3 ○ ○ ○ ○
必 動物科学応用実験実習 2 4 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

学年

選必

選必

選必

農学部 動物科学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

農業や関連産業の発展に必要な
基礎科学、基礎技術に関する知
識と理解力を有している。

農業はもとより、食料、健康、環
境問題などの分野における問題
解決能力を有している。

農業、食料、健康、環境問題など
の分野における学修で得た知識
を活かして、社会人として主体
的、協働的な活動ができる能力を
有している。

農業や関連産業の新しい未来を
築くことのできる能力を有してい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 2 ○
実用英語（四） 2 2 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 2 △
中国語（二） 2 2 △
スペイン語（一） 2 2 △
スペイン語（二） 2 2 △

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 科学と哲学 2 2 ○
芸術 2 2 ○
文化人類学 2 2 ○

社会科学分野科目 国際関係を考える 2 2 ○
日本国憲法 2 2 ○
現代社会の諸問題 2 2 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
数学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
地学 2 2 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 農学概論 2 1 ○
必 農業実習（一） 2 1 ○ ○
必 農業実習（二） 2 1 ○ ○

心理学概論 2 1 ○
経済入門 2 2 ○
生命倫理 2 2 ○
生化学 2 2 ○
農業インターンシップ 2 2 ○ △
環境科学 2 3 ○
知的財産論 2 3 ○
動植物園論 2 3 ○
科学英語 2 4 ○
プレゼンテーション英語 2 3 ○ △

専門基礎科目 必 生物資源保全学 2 1 ○ △
必 生物資源利用学 2 1 ○ △
必 遺伝資源利用学 2 1 ○ △

土壌学 2 1 ○
植物病理学 2 1 ○

必 植物多様性学 2 2 ○ △
必 野生動物学 2 2 ○ △
必 昆虫学 2 2 ○ △
必 薬用資源学 2 2 ○ △
必 生物学実験 2 2 ○
必 生物統計学 2 2 ○

植物育種学 2 2 ○ △
植物育成管理学 2 2 △ ○
野生動物生態学 2 2 △ ○
化学実験 2 2 ○
生物多様性と分類 2 3 ○

専門応用科目 動物管理学 2 1 ○ △
生命工学 2 2 ○
自然環境保全論 2 2 ○ △
農業気象学 2 2 ○ △
植物栄養学 2 2 ○ △
動物解剖学 2 2 ○
天然物化学 2 2 ○
植物生理生態学 2 2 ○
機器分析学 2 3 △ ○
農業経営学 2 3 △ ○
生命科学 2 3 ○
自然再生技術論 2 3 ○ △
農業と生物多様性管理 2 3 ○
進化生物学 2 3 ○
植物昆虫関係学 2 3 ○
植物生長調節論 2 3 ○
分子生物学 2 3 ○
農産物マーケティング論 2 3 △ ○
植物防疫論 2 3 ○
里山学 2 4 △ ○

総合化科目 必 分野別実験（一） 2 3 ○ △
必 分野別実験（二） 2 3 ○ △
必 分野別演習（一） 4 3 △ ○
必 分野別演習（二） 4 3 △ ○
必 分野別演習（三） 4 4 △ ○
必 分野別演習（四） 4 4 △ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○

学年

選必

選必

選必

農学部 生物資源開発学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２

生物および生産物が持つ多様な
機能に関心を持ち、イノベーショ
ン農学の観点から潜在的な新機
能を開発し、持続可能な社会の
構築に利用できる能力を有してい
る。

サスティナビリティ農学の視点に
基づいて、持続可能な食農システ
ムや農業の多面的機能を活用し
たシステムをデザインし、社会実
装することで豊かで持続可能な社
会・地域・生活を構築していく能力
を有している。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○ ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○ ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 △ △
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 △ △

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○ ○
特別講義（二） 2 1 ○ ○
特別講義（三） 2 1 ○ ○
特別講義（四） 2 1 ○ ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○ ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○ ○
必 英語（二） 2 1 ○ ○
必 英語（三） 2 2 ○ ○
必 英語（四） 2 2 ○ ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○ ○
実用英語（二） 2 1 ○ ○
実用英語（三） 2 2 ○ ○
実用英語（四） 2 2 ○ ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 2 △ △
中国語（二） 2 2 △ △
スペイン語（一） 2 2 △ △
スペイン語（二） 2 2 △ △

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 科学と哲学 2 2 ○ ○
選必 芸術 2 2 ○ ○
選必 文化人類学 2 2 ○ ○

社会科学分野科目 選必 国際関係を考える 2 2 ○ ○
選必 日本国憲法 2 2 ○ ○
選必 現代社会の諸問題 2 2 ○ ○

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ ○
選必 化学 2 1 ○ ○
選必 数学 2 1 ○ ○
選必 物理学 2 1 ○ ○
選必 地学 2 2 ○ ○

学科専門科目 専門共通科目 必 農学概論 2 1 ○ ○
必 農業実習（一） 3 1 ○ ○
必 農業実習（二） 3 1 ○ ○

心理学概論 2 1 △ ○
経済入門 2 2 ○ ○
生命倫理 2 2 ○ ○
生化学 2 2 ○
農業インターンシップ 2 2 △
環境科学 2 3 ○ ○
知的財産論 2 3 △ △
動植物園論 2 3 △ △
プレゼンテーション英語 2 3 ○ ○
科学英語 2 4 ○ ○

専門基礎科目 必 デザイン農学概論 2 1 ○ ○
必 バイオテクノロジー論 2 1 ○
必 サスティナビリティ農学 2 1 △ ○
必 畜産物利用学 2 2 ○
必 農産物利用学 2 2 ○
必 生活デザイン農学 2 2 ○
必 デザイン農学基礎実験実習・演習 3 2 ○ ○
必 食品科学 2 1 ○ ○

デザイン農学栽培入門 2 2 ○
必 デザイン農学専攻別実験実習・演習 3 2 ○ ○
必 実験計画法 2 2 ○ ○
必 社会デザイン農学 2 2 ○

活用動物飼育学 2 2 ○
必 生物介在療法学 2 2 ○
必 バイオデザイン 2 2 ○ △

栄養調理学 2 2 ○
動物管理学 2 1 ○ ○
食品製造学 2 2 ○
食品微生物学 2 2 ○
農業気象学 2 2 △
植物栄養学 2 2 △
動物解剖学 2 2 ○ ○

専門応用科目 植物生理生態学 2 2 △
必 食品分析学 2 3 ○

バイオミミクリー論 2 3 ○
農業経営学 2 3 ○
生命科学 2 3 △ △
自然再生技術論 2 3 ○
農福医連携デザイン農学 2 3 ○
現代フードシステム概論 2 3 ○
食品機能学 2 3 ○
生き物活用法 2 3 ○
植物生長調節論 2 3 △
分子生物学 2 3 ○
農産物マーケティング論 2 3 △
植物防疫論 2 3 △

総合化科目 必 専攻基礎実験実習・演習（一） 3 3 ○ ○
必 専攻基礎実験実習・演習（二） 3 3 ○ ○
必 専攻応用実験実習・演習（一） 3 4 ○ ○
必 専攻応用実験実習・演習（二） 3 4 ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○

学年

農学部 デザイン農学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４ DP５

化学と生物に関して基礎
から応用までの幅広い専
門科目を習得している。

専門科目を横断的に理解
することで諸問題を論理
的に考察し、またその考え
を他者に対して説得力を
もって説明する能力を身
につけている。

卒業論文研究の自主的な
計画・立案、遂行ができ、
また研究室活動を通じて
自己管理能力、協調性、
倫理性を身につけてい
る。

常に新しいことを学習する
意欲を持ち、想定外の課
題にも挑戦することができ
る。

生命」「食」「健康」「環境」
などに関わる専門性をい
かし、学修の成果を社会
に還元し活躍していく能力
を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 　 　 　 ○ 　
　 　 　 必 共通演習 1 1 　 　 　 ○ 　
　 　 　 必 情報基礎（一） 2 1 　 　 ○ 　 　
　 　 　 必 情報基礎（二） 2 1 　 　 ○ 　 　
　 　 　 データサイエンス基礎（一） 1 2 　 　 ○ 　 　
　 　 　 データサイエンス基礎（二） 1 2 　 　 ○ 　 　
　 　 スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 　 　 　 △ 　
　 　 　 スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 　 　 　 △ 　
　 　 課題別科目 特別講義（一） 2 1 　 　 　 ○ 　
　 　 　 特別講義（二） 2 1 　 　 　 ○ 　
　 　 　 特別講義（三） 2 1 　 　 　 ○ 　
　 　 　 特別講義（四） 2 1 　 　 　 ○ 　
　 　 就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 　 　 　 　 　
　 　 　 キャリアデザイン（二） 1 2 　 　 　 　 　
外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 　 　 △ 　 △
　 　 　 必 英語（二） 2 1 　 　 △ 　 △
　 　 　 必 英語（三） 2 2 　 　 △ 　 △
　 　 　 必 英語（四） 2 2 　 　 △ 　 △
　 学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 　 　 　 　 　
　 　 　 必 実用英語（二） 2 3 　 　 △ 　 △
　 　 　 実用英語（三） 2 3 △

実用英語（四） 2 3 　 　 △ 　 △
専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 生命倫理 2 1 　 　 △ 　 △
　 　 　 選必 農と科学の歴史 2 1 　 　 △ △ △
　 　 　 選必 科学と哲学 2 1 　 　 △ △ △
　 　 社会科学分野科目 選必 経済入門 2 2 　 　 　 　 △
　 　 　 選必 現代の環境問題 2 2 　 　 △ 　 △
　 　 　 選必 日本国憲法 2 2 　 　 　 　 △
　 　 自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ 　 　 　 　
　 　 　 選必 化学 2 1 ○ 　 　 　 　
　 　 　 選必 統計学 2 3 　 　 ○ 　 △
　 　 　 選必 物理学 2 1 △ 　 　 　 　
　 　 　 選必 地学 2 1 △ 　 　 　 　

学科専門科目 専門共通科目 進化論 2 2 △
　 細胞機能学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 食品工学概論 2 3 　 ○ 　 　 　
　 　 　 機器分析学概論 2 3 　 ○ ○ 　 　
　 　 　 起業論 2 3 　 　 　 　 ○
　 　 　 知的財産概論 2 3 　 　 　 　 ○
　 　 　 放射線科学 2 3 　 ○ 　 　 　
　 　 　 生産経営概論 2 3 　 　 　 　 ○
　 　 　 実験データ解析概論 2 3 　 ○ ○ 　 　
　 　 　 マーケティング学 2 3 　 　 　 　 ○
　 　 専門基礎科目 必 生物無機化学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 環境無機化学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 基礎有機化学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 反応有機化学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 基礎生化学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 代謝生化学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 分子生物学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 土壌学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 微生物学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 食品化学基礎 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 発酵化学 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 無機化学実験 3 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 分析化学実験 3 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 有機化学実験 3 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 生物化学実験 3 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 食品化学実験 3 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 微生物学実験 3 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 植物生理学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 食品学概論 2 1 ○ ○ 　 　 　
　 　 専門応用科目 選必 生物有機化学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 細胞生物学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 肥料･植物栄養学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 栄養生理化学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 食品製造学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 必 農芸化学実験 2 3 ○ ○ ○ 　 　
　 　 　 必 食品製造学実習 1 3 ○ ○ 　 　 ○
　 　 　 必 食品衛生学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 工場管理論 2 3 ○ ○ 　 　 ○
　 　 　 選必 遺伝子工学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 食品・医薬品化学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 免疫学 2 2 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 植物病理学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 　 選必 食品機能化学 2 3 ○ ○ 　 　 　
　 　 総合化科目 土壌肥料学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 植物生産化学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 生物有機化学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 応用微生物学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 食料資源理化学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 栄養生化学演習(一） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 土壌肥料学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 植物生産化学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 生物有機化学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 応用微生物学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 食料資源理化学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 栄養生化学演習(二） 2 3 　 　 ○ ○ 　
　 　 　 必 卒業論文演習（一） 2 4 　 ○ ○ ○ ○
　 　 　 必 卒業論文演習（二） 2 4 　 ○ ○ ○ ○
　 　 　 必 卒業論文 4 4 　 ○ ○ ○ ○
　 　 　 実験計画法 2 4 　 　 ○ 　 　
　 　 　 農芸化学特論 2 4 　 　 　 ○ 　

学年

選必

選必

応用生物科学部 農芸化学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４ DP５

微生物の生命現象を論理
的に説明でき、発酵現象
や醸造技術を微生物の生
命現象の総体として捉え、
問題の解決策を見出す能
力を身につけている。

酒類、食品、環境浄化、エ
ネルギー開発など広く微
生物の発酵生理を利用す
る領域において、必要な
専門的・先進的な知識や
技術を修得している。

卒業研究の遂行および論
文の作成を通して、課題
探求能力、情報収集能
力、科学的解析能力、論
理的思考力、文章力およ
びプレゼンテーション能
力、自主的・自立的に行
動する能力を身につけて
いる。

研究室内外における諸活
動などを通して、広い視
野、他者への共感力およ
びそれに基づいた適切な
コミュニケーション能力、
実用的な語学力を有し、
国内外で広く活動できる
能力を身につけている。

「生命」、「食料」、「環境」、
「エネルギー」などに関わ
る専門性を活かし、学修
の成果を実社会に還元し
活躍しうる能力を身につけ
ている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○ ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
必 実用英語（二） 2 3 ○

実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 生命倫理 2 1 △
科学と哲学 2 1 △
農と科学の歴史 2 1 △

社会科学分野科目 現代の環境問題 2 2 △
経済入門 2 2 △
日本国憲法 2 2 △

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
地学 2 1 ○
統計学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 進化論 2 2 ○
食品工学概論 2 3 ○
機器分析学概論 2 3 ○
細胞機能学 2 3 ○
放射線科学 2 3 ○
起業論 2 3 ○ ○
生産経営概論 2 3 ○ ○ ○
知的財産概論 2 3 ○ ○ ○
マーケティング学 2 3 ○ ○
実験データ解析概論 2 3 ○ ○

専門基礎科目 必 一般化学 2 1 ○ ○
必 基礎化学実験 3 1 ○
必 醸造微生物学 2 1 ○
必 微生物学実験 3 1 ○
必 酒類総論 2 1 ○
必 分析化学 2 1 ○ ○
必 醸造環境学 2 1 ○
必 有機化学（一） 2 1 ○ ○
必 有機化学（二） 2 2 ○ ○
必 発酵食品化学 2 2 ○
必 調味食品学 2 2 ○
必 生化学（一） 2 2 ○ ○
必 生化学（二） 2 2 ○ ○
必 食品化学実験 3 2 ○

分子生物化学 2 3 ○ ○
分子生物学実験 1 3 ○

専門応用科目 食品微生物学 2 1 ○
必 微生物細胞学 2 2 ○
必 環境微生物学 2 2 ○
必 微生物遺伝学 2 2 ○
必 麹菌学 2 2 ○
必 食品衛生化学 2 2 ○
必 麹製造学 2 2 ○
必 醸造環境学実験 3 2 ○
必 食品化学 2 3 ○
必 清酒学 2 3 ○
必 調味料生産学実験 3 3 ○

酵母学 2 3 ○
必 食品保蔵学 2 3 ○

環境化学 2 3 ○
必 酒類生産学実験 3 3 ○

食品加工学 2 1 ○
味噌醸造学 2 2 ○
醤油醸造学 2 2 ○
醸造酒学 2 3 ○
蒸留酒学 2 3 ○
食品機能学 2 3 ○

必 環境保全概論 2 2 ○
応用酵素学 2 3 ○
環境管理論 2 3 ○

必 バイオプロセス工学概論 2 3 ○
バイオインフォマティクス 2 3 ○
環境技術論 2 3 ○

総合化科目 必 研究室演習 1 3 ○ ○
必 醸造科学特別演習（一） 2 4 ○ ○
必 醸造科学特別実験（一） 1 4 ○ ○
必 醸造科学特別演習（二） 2 4 ○ ○
必 醸造科学特別実験（二） 1 4 ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○

醸造科学特別実習 2 3 ○ ○

学年

選必

選必

選必

応用生物科学部 醸造科学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

⾷の安全と健康機能の理解の深
化に必要となる論理的思考を展
開する上での基礎科学の知識
と、⾷品安全解析学、⾷品安全
評価学、⾷品利⽤安全学、分⼦
機能学、⽣理機能学、⽣体環境
解析学の各領域における⾷の安
全性と機能性に関連した専⾨知
識や研究を遂⾏するための技術
を修得している。

卒業論⽂の作成を通して、実験
的検証をもとに得られた科学的
知⾒から、論理的に思考するこ
とで客観的に事象を捉え、第三
者に対しても的確に説明する能
⼒を修得している。さらに、社会
で必要とされる忍耐強い問題解
決⼒、企画・提案⼒、プレゼン
テーション能⼒を⾝につけ、広範
な分野において活躍できる能⼒
を修得している。

研究室における諸活動および内
外での体験的・実践的諸活動な
どに基づき、 忍耐強い観察⼒に
より解決すべき問題点を明らか
にし、周りの⼈々との協調性と⾃
らの積極性、さらには幅広い専
⾨知識から来る⾼い論理性を
持って、その解決を図る能⼒を
修得している。

「⽣命」、「⾷料」、「健康」などに
関わる専⾨性を活かし、学修の
成果を実社会に還元し、⾷の安
全基準がグローバル化した現状
で活躍しうる能⼒を⾝につけてい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 ○
特別講義（二） 2 ○
特別講義（三） 2 ○
特別講義（四） 2 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
必 実用英語（二） 2 3 ○

実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 生命倫理 2 1 ○
選必 科学と哲学 2 1 ○
選必 農と科学の歴史 2 1 ○

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 2 ○
選必 経済入門 2 2 ○
選必 現代の環境問題 2 2 ○

自然科学分野科目 必 生物学 2 1 ○
必 化学 2 1 ○

物理学 2 1 ○
地学 2 1 ○
統計学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 進化論 2 2 ○
食品工学概論 2 3 ○
機器分析学概論 2 3 ○
細胞機能学 2 3 ○
起業論 2 3 ○
知的財産概論 2 3 ○
放射線科学 2 3 ○
生産経営概論 2 3 ○
実験データ解析概論 2 3 ○
マーケティング学 2 3 ○

専門基礎科目 必 食品安全健康学概論 1 1 ○
必 農学概論 2 1 ○
必 基礎化学演習 2 1 ○
必 生化学 2 1 ○
必 解剖生理学 2 1 ○
必 有機化学 2 1 ○
必 無機化学 2 1 ○
必 分析化学 2 1 ○
必 基礎化学実験 2 1 ○ ○
必 微生物学 2 2 ○
必 生物有機化学 2 2 ○
必 分子生物学 2 2 ○
必 解剖生理学実験 2 2 ○ ○
必 細胞生物学 2 2 ○
必 生物有機化学実験 2 2 ○ ○
必 植物生理学 2 3 ○
必 物質動態化学 2 3 ○

科学英語演習 2 3 ○
専門応用科目 必 食糧資源学 2 1 ○

必 食品化学 2 1 ○
必 食材生化学 2 2 ○
必 食品化学実験 2 2 ○ ○
必 病理学 2 2 ○
必 食品物性学 2 2 ○
必 食品衛生学 2 2 ○ △
必 食品加工保蔵学 2 2 ○
必 毒性学 2 2 ○
必 食材利用学実習 2 2 ○
必 公衆衛生学 2 3 ○ △
必 食品安全学 2 3 ○ △
必 栄養機能学 2 3 ○
必 物質分析化学 2 3 ○
必 栄養生化学実験 2 3 ○ ○
必 食品安全衛生学実験 2 3 ○ ○
必 食品機能学 2 3 ○
必 発酵食品学 2 3 ○
必 免疫学 2 3 ○

選必 食品安全健康学実験（食品安全解析学） 2 3 ○ ○
選必 食品安全健康学実験（食品安全評価学） 2 3 ○ ○
選必 食品安全健康学実験（食品利用安全学） 2 3 ○ ○
選必 食品安全健康学実験（分子機能学） 2 3 ○ ○
選必 食品安全健康学実験（生理機能学） 2 3 ○ ○
選必 食品安全健康学実験（生体環境解析学） 2 3 ○ ○

感性科学 2 3 ○
リスクマネジメント演習 2 3 ○ △
インターナショナルフードアセスメント 2 3 ○
生理活性物質学 2 3 ○
病態分子生物学 2 3 ○
リスクマネジメント総合演習 2 3 ○

必 生物統計学 2 3 ○
総合化科目 必 研究倫理 1 2 ○

必 食品安全健康学演習 （一） 2 4 ○
必 食品安全健康学演習 （二） 2 4 ○
必 卒業論文 4 4 ○

学年

応用生物科学部 食品安全健康学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４ DP５

食品に含まれる成分が生
体に与える影響、食品が
利用されるまでの理論と
技術、ならびに健康の保
持・増進と生活習慣病の
予防・改善の要となる栄養
学を追究する実践的な理
論と技術を身につけてい
る。

食・栄養・健康に関する専
門家としての知識や技術
を有し、科学的根拠に基
づいてこれらを応用し、食
を通じて人々の疾病の予
防・改善、健康の維持増
進、生活の質の向上に貢
献する能力を身につけて
いる。

卒業論文の作成を通して
問題解決力、論理的考察
力、コミュニケーション力、
研究成果を適切に伝える
ことができる能力を身につ
けている。

研究室内外における諸活
動などを通して、自らの意
思を適切に表現できる力
を有し、他者へ発信し、幅
広い地域で活動できる能
力を身につけている。

「生命」、「食料」、「健康」
などに関わる専門性を活
かし、学修の成果を社会
に還元しうる能力を身につ
けている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ △ △
必 情報基礎（二） 2 1 ○ △ △

データサイエンス基礎（一） 1 2 △ △ △ △
データサイエンス基礎（二） 1 2 △ △ △ △

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○ △
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○ △

課題別科目 特別講義（一） 2 1 △
特別講義（二） 2 1 △
特別講義（三） 2 1 △
特別講義（四） 2 1 △

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 △ △
キャリアデザイン（二） 1 2 △ △

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○ ○
必 英語（二） 2 1 ○ ○
必 英語（三） 2 2 ○ ○
必 英語（四） 2 2 ○ ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○ ○
必 実用英語（二） 2 3 ○ ○

実用英語（三） 2 3 ○ ○
実用英語（四） 2 3 ○ ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 生命倫理 2 1 ○
科学と哲学 2 1 ○
農と科学の歴史 2 1 ○

社会科学分野科目 日本国憲法 2 2 ○
経済入門 2 2 ○
現代の環境問題 2 2 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
化学 2 1 ○ ○ ○ ○ ○
物理学 2 1 △
地学 2 1 △
統計学 2 1 ○ ○ ○ △ △

専門共通科目 細胞機能学 2 3 △ △
食品工学概論 2 3 ○ △
機器分析学概論 2 3 ○ △
起業論 2 3 △ △
知的財産概論 2 3 △ △
放射線科学 2 3 △ △
生産経営概論 2 3 △ △
実験データ解析概論 2 3 ○ △
マーケティング学 2 3 △ △
進化論 2 2 △

専門基礎科目 必 農学概論 2 1 △ ○ ○ ○
必 医学概論 2 1 △ ○ ○ ○
必 生化学（一） 2 1 ○ △ ○ ○
必 生化学（二） 2 2 ○ △ ○ ○
必 食事設計基礎演習 2 2 △ ○ ○ ○ △
必 解剖生理学 2 2 △ ○ ○ ○
必 解剖生理学実験 2 2 △ ○ ○ ○ △
必 有機化学 2 2 ○ △ ○ ○
必 分析化学 2 1 ○ △ ○ ○
必 微生物学 2 1 ○ △ ○ ○
必 公衆衛生学 2 3 △ 〇 ○ ○
必 基礎栄養学 2 1 △ 〇 ○ ○
必 基礎栄養学実験 2 1 〇 △ ○ ○ △

生化学実験 2 2 〇 △ △ △
健康管理概論 2 3 △ 〇 △
運動生理学 2 3 △ 〇 △
カウンセリング論 2 4 △ 〇 △
病理学 2 2 △ 〇 △
社会福祉論 1 4 △ 〇 △
医療福祉論 1 4 △ 〇 △

専門応用科目 必 食品学総論 2 1 ○ △ ○ ○
必 食品学各論 2 1 ○ △ ○ ○
必 食品分析学実験 2 1 ○ △ ○ ○ △
必 食品機能学 2 3 ○ △ ○ ○
必 食品加工学 2 2 ○ △ ○ ○
必 食品衛生学 2 2 ○ △ ○ ○
必 食品衛生学実験 2 2 ○ △ ○ ○ △
必 調理学 2 1 ○ △ ○ ○
必 調理学実習（一） 2 1 ○ △ ○ ○ △
必 食品加工学実習 2 2 ○ △ ○ ○ △
必 応用栄養学 2 1 △ 〇 ○ ○
必 栄養生理学 2 3 △ 〇 ○ ○
必 栄養教育論（一） 2 2 △ 〇 ○ ○
必 臨床栄養学総論 2 2 △ ○ ○ ○

必 給食経営管理論
（給食計画論及び給食実務論を含む）

2 2 △ ○ ○ ○

必 ライフステージ栄養学（一） 2 2 △ 〇 ○ ○
必 臨床栄養学各論（一） 2 2 △ ○ ○ ○
必 公衆栄養学（一） 2 3 △ 〇 ○ ○
必 食品科学実験 1 2 ○ △ ○ ○ △
必 調理科学実験 1 2 ○ △ ○ ○ △

フードマネジメント論 2 3 △ ○ △ △
調理学実習（二） 2 1 ○ △ △ △ △
ライフステージ栄養学（二） 2 2 △ 〇 △ △
応用栄養学実習 2 2 △ 〇 △ △ △
栄養教育論（二） 2 3 △ 〇 △ △
栄養教育実習 2 3 △ 〇 △ △ △
臨床栄養学各論（二） 2 3 △ ○ △ △
臨床栄養学実習（一） 2 3 ○ △ △ △ △
臨床栄養学実習（二） 2 3 ○ △ △ △ △
医療栄養管理学 2 3 △ ○ △ △
公衆栄養学（二） 2 3 △ 〇 △ △
公衆栄養学実習 2 3 △ 〇 △ △ △
給食経営管理実習 2 3 △ ○ △ △ △
献立作成演習 2 3 △ ○ △ △ △
食品開発論 1 3 ○ ○ △ △ ○
栄養疫学 1 3 △ ○ △ △ ○
スポーツ栄養学 2 4 △ ○ △ △
アクティブラーニングによる医栄養学（一） 1 3 ○ ○ △ △ ○
アクティブラーニングによる医栄養学（二） 1 4 ○ ○ △ △ ○
薬理学 1 4 ○ ○ △ △
医療フードコーディネート演習 1 4 ○ ○ △ △
臨地実習（一）
（給食運営の校外実習を含む）

1 4 △ ○ △ △ △

臨地実習（二）
（病院・保健所等における臨地実習を含む）

3 4 △ ○ △ △ △

総合化科目 必 卒業論文演習（一） 1 3 ○ △ ○
必 卒業論文演習（二） 1 4 ○ △ ○
必 卒業論文 4 4 ○ △ ○

総合演習（一） 1 4 △ ○ △ △
総合演習（二） 1 4 △ ○ △ △

学年

選必

選必

選必

応用生物科学部 栄養科学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然科学・社会科学の両分野に
わたる基礎的・基盤的知識の修
得と同時に、本学科の目的とす
る生命科学分野における基礎
的・基盤的知識を修得し、それを
基に専門的かつ最先端な知識
や技術に関する能力を身につけ
ている。

卒業論文の作成を通して、課題
探求力、情報収集力、批判的・
論理的思考力、問題解決力、情
報処理能力、文章表現力、プレ
ゼンテーション力、英語読解能力
などの能力を身につけている。

実験実習や研究室活動を通し
て、集団内でのコミュニケーショ
ン能力、リーダーシップ能力、
ディスカッション能力、協調性や
対人関係の構築力、対外的に正
確な情報を発信する能力などを
身につけている。

食料、健康、環境に関する諸問
題を、生命科学を利用して農学
の観点から自律的に解決できる
能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1
必 情報基礎（一） 2 1 △
必 情報基礎（二） 2 1 △
必 共通演習 1 1 ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1

課題別科目 特別講義（一） 2 1
特別講義（二） 2 1
特別講義（三） 2 1
特別講義（四） 2 1

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2
キャリアデザイン（二） 1 2

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 △
必 英語（二） 2 1 △
必 英語（三） 2 2 △
必 英語（四） 2 2 △

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 △
実用英語（二） 2 1 △
実用英語（三） 2 2 △

必 実用英語（四） 2 3 ○
専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 必 生命倫理 2 1 ○

科学と哲学 2 1 ○
サイエンスコミュニケーション 2 3 ○

社会科学分野科目 マーケティング入門 2 1 ○
日本国憲法 2 2 ○
国際関係と社会問題 2 2 ○

自然科学分野科目 必 生物学 2 1 ○
※学部共通 必 化学 2 1 ○

地学 2 1 ○
物理学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 選必 植物分子遺伝学 2 2 ○ ○
生物環境科学 2 2 ○
バイオインフォマティクス 2 2 ○
植物病理学 2 2 ○

選必 ゲノム生物学 2 3 ○ ○
選必 動物分子遺伝学 2 3 ○ ○
選必 植物分子育種学 2 3 ○ ○

アイソトープ利用論 2 3 ○
バイオプロセス工学概論 2 3 ○
分子設計学 2 3 ○
機器分析学 2 3 ○
農薬化学・毒理学 2 3 ○
糖質化学 2 3 ○
危険物取扱法 2 3 ○
知的財産概論 2 3 ○

専門基礎科目 必 基礎分子遺伝学 2 1 ○
必 無機化学 2 1 ○
必 生物統計学 2 1 ○
必 有機化学 2 1 ○
必 細胞生物学 2 1 ○
必 生化学 2 1 ○
必 微生物学 2 1 ○

農学概論 2 1 ○ ○
数学 2 1 ○

必 分子生物学 2 2 ○
必 食品化学 2 2 ○
必 無機化学実験 3 2 ○ ○
必 有機化学実験 3 2 ○ ○
必 生化学実験 3 2 ○ ○
必 微生物学実験 3 2 ○ ○
必 基礎生物学実験（一） 3 2 ○ ○

進化論 2 2 ○
必 基礎生物学実験（二） 3 3 ○ ○
必 バイオサイエンス基礎実験 3 3 ○ ○

専門応用科目 必 植物生理学 2 2 ○ ○
必 動物生理学 2 2 ○ ○
必 生物資源環境科学 2 2 ○ ○
必 生体高分子化学 2 2 ○ ○

細胞工学概論 2 2 ○ ○
食品製造学 2 2 ○ ○

必 食品衛生学 2 3 ○ ○
必 栄養生化学 2 3 ○ ○
必 応用微生物学 2 3 ○ ○
必 バイオサイエンス応用実験 2 3 ○ ○ ○
必 科学英語論文講読 2 3 ○ ○

選必 動物発生学 2 3 ○ ○
選必 生物制御学 2 3 ○ ○

免疫学 2 3 ○ ○
実験動物学 2 3 ○ ○
食品加工実習 1 3 ○ ○
ゲノム創薬概論 2 3 ○ ○

総合化科目 必 科学論文作成法（一） 2 4 ○ ○ ○ ○
必 生命科学プレゼンテーション法（一） 2 4 ○ ○ ○ ○
必 科学論文作成法（二） 2 4 ○ ○ ○ ○
必 生命科学プレゼンテーション法（二） 2 4 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

学年

選必

生命科学部 バイオサイエンス学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然科学を中心に、社会科学に
までわたる基礎的・基盤的知識
の修得と同時に、本学科の目標
とする専門的・先進的な知識や
技術、コミュニケーション能力な
どを身につけている。

本学科の教育・研究対象となる
分野を基盤とした知識、技術、応
用力などを社会活動に結びつけ
ることのできる幅広い力を身につ
けている。

卒業論文の作成を通して、課題
探求力、情報収集力、計画力、
技術力、知識の活用力、批判
的・論理的思考力、問題解決
力、数的処理、文章表現および
プレゼンテーション能力などの能
力を身につけている。

研究室における諸活動および学
内外での体験的・実践的諸活動
に基づき、広い視野、他者への
十分な理解、自らの意思を適切
に表現できる表現力と語学力を
有し、社会で能動的に活動しうる
能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 △
必 情報基礎（二） 2 1 △

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 △
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 △

課題別科目 特別講義（一） 2 1 △
特別講義（二） 2 1 △
特別講義（三） 2 1 △
特別講義（四） 2 1 △

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2
キャリアデザイン（二） 1 2

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 △
必 英語（二） 2 1 △
必 英語（三） 2 2 △
必 英語（四） 2 2 △

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一）（基礎英語） 2 1 ○
実用英語（二）（TOEIC英語基礎） 2 1 ○
実用英語（三）（中級TOEIC英語） 2 2 ○

必 実用英語（四）（科学コミュニケーション） 2 3 ○ ○
専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選 科学と哲学 2 1 ○

必 生命倫理 2 1 ○
選 サイエンスコミュニケーション 2 3 ○ ○

社会科学分野科目 選必 マーケティング入門 2 1 △
選必 日本国憲法 2 2 △
選必 国際関係と社会問題 2 2 △

自然科学分野科目 必 生物学 2 1 ○
必 化学 2 1 ○

物理学 2 1 ○
地学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 生物環境科学 2 2 ○
必 バイオインフォマティクス 2 2 ○
必 植物病理学 2 2 ○

植物分子遺伝学 2 2 ○
アイソトープ利用論 2 3 ○
動物分子遺伝学 2 3 ○
ゲノム生物学 2 3 ○
バイオプロセス工学概論 2 3 ○
分子設計学 2 3 ○
機器分析学 2 3 ○
農薬化学・毒理学 2 3 ○
植物分子育種学 2 3 ○
糖質化学 2 3 ○
知的財産概論 2 3 ○
危険物取扱法 2 3 ○

専門基礎科目 必 農学概論 2 1 ○
必 無機化学 2 1 ○
必 生物有機化学 2 1 ○

数学 2 1 ○
必 生物統計学 2 3 ○
必 微生物学（一） 2 1 ○
必 生物化学 2 1 ○
必 分子生物学（一） 2 2 ○
必 動物生理学 2 2 ○
必 植物生理学 2 2 ○
必 英語論文講読 2 3 ○
必 基礎化学実験 2 1 ○
必 分析化学実験 2 1 ○
必 微生物学実験 2 2 ○
必 生物化学実験 2 2 ○

専門応用科目 必 微生物学（二） 2 2 ○
必 分子生物学（二） 2 2 ○
必 応用微生物学 2 3 ○
必 免疫・生体防御学 2 3 ○
必 食品衛生学 2 3 ○
必 食品製造学 2 3 ○
必 分子生物学実験 2 2 ○
必 分子微生物学演習（一） 1 2 ○
必 分子微生物学演習（二） 1 3 ○
必 分子微生物学演習（三） 1 3 ○

選必 複合微生物利用学 2 3 ○ ○ ○
選必 ゲノム情報利用学 2 3 ○ ○ ○
選必 植物共生微生物学 2 3 ○ ○ ○
選必 動物共生微生物学 2 3 ○ ○ ○
選必 生物資源工学 2 3 ○ ○ ○

極限環境生物学 2 3 ○ ○
選必 複合微生物学実験 2 3 ○ ○ ○
選必 植物共生微生物学実験 2 3 ○ ○ ○
選必 動物共生微生物学実験 2 3 ○ ○ ○
選必 バイオインフォマティクス実習 2 3 ○ ○ ○
選必 生物資源工学実験 2 3 ○ ○ ○

先端分子微生物学概論 2 4 ○ ○
先端分子微生物学技術概論 2 4 ○ ○
ゲノム解析演習 2 3 ○ ○
土壌微生物学 1 3 ○ ○
食品工学 2 3 ○ ○
合成生物学 1 4 ○ ○

必 食品化学 2 2 ○
総合化科目 必 プレゼンテーション演習 2 4 ○ ○ ○ ○

必 分子微生物学特別実験 2 4 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

学年

生命科学部 分子微生物学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４ DP５

化学を中心とする自然科
学を総合的に理解し、基
礎的知識および技術を修
得している。

有機化学、無機化学、物
理化学など広く化学を利
用する産業において、必
要な専門的・先進的知識
および技術を修得してい
る。

卒業研究の遂行および卒
業論文の作成を通して、
課題探求力、情報収集
力、論理的思考力、問題
解決力、数的処理能力、
文章力およびプレゼン
テーション能力を身につ
け、自主的・自立的に行
動することができる。

研究室内外における活動
を通じて、広い視野を持
ち、他者とのコミュニケー
ションを積極的に行う能力
を身につけている。

身につけた専門的知識お
よび技術を活かし、学修
の成果を社会に還元しつ
つ、人類の発展へ寄与し
うる能力を身につけてい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 △
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 △

課題別科目 特別講義（一） 2 △
特別講義（二） 2 △
特別講義（三） 2 △
特別講義（四） 2 △

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 △
キャリアデザイン（二） 1 2 △

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 2 ○

必 実用英語（四） 2 3 ○
専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 科学と哲学 2 1 ○

必 生命倫理 2 1 ○
サイエンスコミュニケーション 2 3 ○

社会科学分野科目 選必 マーケティング入門 2 1 △
選必 日本国憲法 2 2 △
選必 国際関係と社会問題 2 2 △

自然科学分野科目 必 生物学 2 1 ○
必 化学 2 1 ○
必 物理学 2 2 ○

地学 2 1 ○
学科専門科目 専門共通科目 選必 危険物取扱法 2 2 ○

生物環境科学 2 2 ○
植物分子遺伝学 2 2 ○
バイオインフォマティクス 2 2 ○
植物病理学 2 2 ○

必 機器分析学 2 3 ○
選必 分子設計学 2 3 ○
選必 農薬化学・毒理学 2 3 ○
選必 糖質化学 2 3 ○

ゲノム生物学 2 3 ○
動物分子遺伝学 2 3 ○
バイオプロセス工学概論 2 3 ○
アイソトープ利用論 2 3 ○
知的財産概論 2 3 ○ ○
植物分子育種学 2 3 ○

専門基礎科目 必 農場実習 1 1 ○
必 基礎有機化学 2 1 ○
必 有機化学（一） 2 1 ○
必 物理化学（一） 2 1 ○
必 基礎高分子化学 2 1 ○
必 基礎数学（一） 2 1 ○
必 無機化学 2 1 ○
必 基礎及び有機化学実験 3 1 ○

生物統計学 2 1 ○
必 基礎物理学 2 2 ○
必 有機化学（二） 2 2 ○
必 物理化学（二） 2 2 ○
必 基礎数学（二） 2 2 ○
必 有機合成化学実験 3 2 ○
必 無機及び分析化学実験 3 2 ○
必 ケミカルバイオロジー実験 3 2 ○
必 高分子化学実験 3 2 ○

専門応用科目 必 農業と化学 2 1 ○
必 分析化学 2 1 ○
必 生化学 2 2 ○
必 分子生物学 2 2 ○
必 高分子化学 2 2 ○
必 有機化学（三） 2 2 ○
必 ケミカルバイオロジー 2 2 ○
必 分子生命化学実験 2 3 ○

選必 生物無機化学 2 3 ○
選必 生命高分子化学 2 3 ○
選必 有機化学（四） 2 3 ○
選必 天然生物活性物質学 2 3 ○
選必 天然物合成化学 2 3 ○
選必 微生物利用学 2 3 ○

化学工学 2 3 ○
総合化科目 必 分子生命化学演習 1 3 ○

必 分子生命化学プレゼンテーション法（一） 2 4 ○ ○ ○
必 分子生命化学プレゼンテーション法（二） 2 4 ○ ○ ○
必 分子生命化学文献講読（一） 2 4 ○ ○ ○
必 分子生命化学文献講読（二） 2 4 ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○

学年

生命科学部 分子生命化学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

森林にかかわる多様な事象を総
合的に捉え、社会人としての倫
理観を有し、社会の問題を発見
する能力を身につけている。

自然環境の保全と循環型社会の
創造にかかわる諸問題を総合的
にとらえる知識と技術を身につけ
ている。

森林・林業・林産業に関する諸問
題を解決する具体的な技術と能
力を身につけている。

論文の執筆やコミュニケーション
等の能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○ ○ ○
必 共通演習 1 1 ○ ○ ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○ ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○ ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 △ △ △ △
特別講義（二） 2 △ △ △ △
特別講義（三） 2 △ △ △ △
特別講義（四） 2 △ △ △ △

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○
中国語（二） 2 1 ○
ドイツ語（一） 2 1 ○
ドイツ語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 哲学・倫理学 2 1 △ △ △ △
選必 歴史学 2 1 △ △ △ △
選必 文学 2 1 △ △ △ △

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 2 △ △ △ △
選必 社会学 2 2 △ △ △ △
選必 経済学 2 3 △ △ △ △

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ ○ ○ ○
選必 化学 2 1 ○ ○ ○ ○
選必 地学 2 1 ○ ○ ○ ○
選必 物理学 2 1 ○ ○ ○ ○

学科専門科目 専門共通科目 技術者倫理 2 4 ○ ○ ○
源流文化学 2 2 ○ ○ ○
統計学 2 2
きのこ学 2 2 ○ ○
日本の森林文化 2 2 ○ ○
微生物環境学 2 1 ○
海外農業農村開発学 2 4 ○ ○
景観論 2 1 ○
芝生論 2 3 ○
群集生態学 2 3 ○

専門基礎科目 必 森林総合科学概論 2 1 ○ ○ ○ △
必 森林植物学 2 1 ○
必 測量学 2 1 ○
必 森林生態学 2 2 ○
必 造林学 2 2 ○
必 森林保全学 2 2 ○
必 林業工学 2 2 ○
必 木材工学 2 2 ○
必 林産化学 2 2 ○
必 森林経営学 2 2 ○
必 森林政策学 2 2 ○

野生生物管理学 2 2 ○ ○ ○
樹木生理学 2 1 ○
森林土壌学 2 2 ○
森林アメニティ学 2 2 ○
林木育種学 2 2 ○ ○
樹病学 2 2 ○ ○
森林地形地質学 2 1 ○
森林環境学 2 2 ○
木材組織学 2 1 ○ ○
木材物理学 2 1 ○ ○
木材化学 2 2 ○ ○
森林社会科学概論 2 1 ○
森林情報学 2 1 ○ ○ ○
森林情報学演習 1 2 ○ ○
測樹学 2 2 ○

専門応用科目 植生学 2 3 ○
森林昆虫学 2 3 ○
森林水文学 2 3 ○
治山工学 2 3 ○
緑化工学 2 3 ○
森林機械学 2 3 ○
森林土木学 2 3 ○ ○
森林土木実習 2 3 ○
木質構造学 2 3 ○
木質材料学 2 3 ○
建築設計製図法 2 3 △ ○
木材保存化学 2 3 ○ ○
木質バイオマス利用学 2 3 ○ ○
森林計画学 2 3 △ ○
森林環境経済学 2 3 ○
造林樹木学 2 4 ○
農山村コミュニティー論 2 4 ○
実験・調査計画法 2 4 ○ ○ ○ ○
外書講読 2 4 ○ ○ ○ ○

総合化科目 必 森林学実験実習（一） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 森林学実験実習（二） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 森林学実験実習（三） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 森林学実験実習（四） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 測量実習 2 2 ○ ○ ○ ○
必 演習林実習（一） 1 1 ○ ○ ○ ○
必 演習林実習（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 専攻実験・実習（一） 2 3 ○ ○ ○ ○
必 専攻実験・実習（二） 2 3 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

学年

地域環境科学部 森林総合科学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然科学に関する基礎知識と農
業生産およびその環境保全に資
する工学的専門知識を身につけ
ている。

物事を工学的に考える能力を修
得し、技術が社会や自然に及ぼ
す影響や効果および技術者が社
会に対して負っている責任につ
いて考え、何をなすべきかを判
断できる見識を身につけている。

「食料」、「環境」、「エネルギー」、
「資源」などの問題に関心を持
ち、解決しようとする意欲と姿勢
を身につけている。

DP1～DP3の修得した技術に関
して、論理的記述、口頭発表、討
論等のコミュニケーション能力を
身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1

課題別科目 特別講義（一） 2 1
特別講義（二） 2 1
特別講義（三） 2 1
特別講義（四） 2 1

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○
実用英語（二） 2 1 ○
実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○
中国語（二） 2 1 ○
ドイツ語（一） 2 1 ○
ドイツ語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 哲学・倫理学 2 1
選必 歴史学 2 1 △
選必 文学 2 1

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 2
選必 社会学 2 2 ○
選必 経済学 2 3 ○

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ △
選必 化学 2 1 ○ △
選必 地学 2 1 △
選必 物理学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 統計学 2 2 ○
微生物環境学 2 1 △ ○
景観論 2 1
きのこ学 2 2
源流文化学 2 2
日本の森林文化 2 2
芝生論 2 3
群集生態学 2 3
技術者倫理 2 3 ○ △
海外農業農村開発学 2 4 ○

専門基礎科目 必 数学 2 1 ○ △
必 数学演習 2 1 ○
必 一般力学 2 1 ○ △
必 材料力学 2 1 ○ △ △
必 熱力学 2 1 ○ △ △
必 応用数学 2 1 ○ △
必 応用数学演習 2 1 ○

環境科学基礎 2 1 ○
必 生産環境工学体験実習 4 1 ○ △
必 環境土壌物理学 2 2 ○ △ △
必 エネルギー工学 2 2 ○
必 測量学 2 2 ○
必 測量実習 2 2 ○
必 構造力学 2 2 ○ △ △
必 スマート農業入門 2 2 ○
必 計測・制御工学 2 2 ○
必 農産加工流通工学 2 2 △ ○

力学演習（一） 2 2 ○ △
地域資源持続学 2 2 ○ △ △
地形地質学 2 2 ○
電気化学 2 2 ○
電気・電子工学 2 2 ○

必 機械力学 2 2 ○
必 統計学演習 2 2
必 土質力学 2 2 ○ △ △
必 水理学 2 2 ○ △ △
必 AI・データサイエンス応用 2 2 ○
必 基礎実験 2 2 ○ △

地球環境保全学 2 2 ○ △ △
力学演習（二） 2 2 ○ △
ものづくり設計製図 2 2 ○
作物生態学 2 2 ○

専門応用科目 農地工学 2 3 △ △ ○
環境物理学 2 3 ○
流域水文学 2 3 ○ △ △
社会基盤工学 2 3 △ △ ○
土木施工法 2 3 △ △ ○
環境資源学 2 3 △ △ ○
スマート農業（一） 2 3 ○
環境情報学 2 3 ○ △ △
地理情報学演習 2 3
地水環境工学 2 3 △ △ ○
水利施設工学 2 3 △ △ ○
農村計画学 2 3 ○ △ △
土地資源管理学 2 3 ○ △ △
スマート農業（二） 2 3 △ ○
環境リモートセンシング工学 2 3 △ △ ○
食品工学 2 3 △ ○
河川工学 2 4 ○

総合化科目 必 専攻実験 2 3 △ ○
必 専攻演習（一） 2 3 △ ○
必 専攻演習（二） 2 4 △ ○
必 専攻演習（三） 2 4 △ ○
必 卒業論文 4 4 △ △ ○

生産環境工学特別演習 2 3 ○

学年

地域環境科学部 生産環境工学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４ DP5 DP6 DP7 DP8

地域レベルから
地球レベル、な
らびに地域社会
から国際社会に
至る幅広い視
点から造園学を
捉え、その沿
革、社会的使
命、将来の目標
や課題を理解
し、その発展に
貢献できる能力
を身につけてい
る。

社会に対する
造園家としての
使命感と責任を
把握し、貢献で
きる能力を身に
つけている。

幅広い造園学
の対象領域とそ
れらを司る原理
や、造園空間の
特徴、構成要
素、自然のシス
テム、社会や経
済のシステム、
情報などを理解
し、技術を社会
で活かすため
の基礎能力を
身につけてい
る。

造園家として必
要な言語や図
面等による表現
能力、コミュニ
ケーション能力
を身につけてい
る。

造園空間の創
成に向けて問
題や課題を調
査・分析し、そ
れらの解決手
段である総合化
技術と、その具
現化手法である
デザイン技術を
身につけてい
る。

造園空間の創
成に必要な植
物について、そ
の種類、生理生
態、美観的特性
を理解し、植栽
から育成管理に
至るまでの技術
と手法を身につ
けている。

造園空間を創
成するための工
学的知識、計測
技術、建設・施
工にかかわる
具体的手法を
身につけてい
る。

多様な主体との
協働・連携によ
り、プロジェクト
を計画的・組織
的に推進する
実務的・実践的
な能力を身につ
けている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○ △

必 共通演習 1 1 ○ ○ ○ ○

必 情報基礎（一） 2 1 ○ ○

必 情報基礎（二） 2 1 ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○

データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○

スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○ ○

特別講義（二） 2 1 ○ ○

特別講義（三） 2 1 ○ ○

特別講義（四） 2 1 ○ ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ ○

キャリアデザイン（二） 1 2 ○ ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○

必 英語（二） 2 1 ○

必 英語（三） 2 2 ○

必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 ○

実用英語（二） 2 1 ○

実用英語（三） 2 3 ○

実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○

中国語（二） 2 1 ○

ドイツ語（一） 2 1 ○

ドイツ語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 哲学・倫理学 2 1 ○ △

歴史学 2 1 ○

文学 2 1 ○ △

社会科学分野科目 日本国憲法 2 2 ○

社会学 2 2 ○

経済学 2 3 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○

化学 2 1 ○

地学 2 1 ○

物理学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 技術者倫理　 2 3 ○ ○ △

源流文化学 2 2 ○ △

統計学 2 2 ○

景観論 2 1 ○ ○

芝生論 2 3 ○ ○

群集生態学 2 3 ○ ○

日本の森林文化 2 2 ○ ○

きのこ学 2 2 ○

微生物環境学 2 1 ○

海外農業農村開発学 2 4 ○

専門基礎科目 必 造園科学概論 2 1 ○ ○ △

必 造園植物基礎 2 1 ○ ○

必 庭園史 2 1 ○

必 近代造園史 2 2 ○

必 環境デザイン基礎演習 2 1 ○ ○

必 造園植物基礎演習 2 1 ○ ○

必 造園工学基礎演習 2 1 ○ ○

必 測量学 2 2 ○ ○ ○

必 測量実習 2 2 ○ ○ △

ＣＡＤ・ＧＩＳ基礎演習 2 2 ○ ○

専門応用科目 必 造園樹木学 2 2 ○ ○

必 緑地生態学 2 3 ○ ○

樹木の保護と管理 2 2 ○

緑地の生きもの 2 3 ○ ○

必 造園植栽学 2 2 ○ ○

必 グラウンドカバープランツ 2 2 ○ ○

必 植栽基盤論 2 3 ○ ○

ガーデンプランツ　 2 3 ○ ○

必 造園計画学 2 2 ○ ○ ○

ランドスケープ政策論 2 2 ○ ○

ランドスケープマネージメント論 2 3 ○ ○

観光計画論 2 3 △ ○

自然保護論 2 3 △ ○

必 風景地計画学 2 3 ○ ○ ○

空間情報学　 2 2 ○ ○ ○

必 都市緑地計画学 2 3 ○ ○

都市・農村計画学 2 3 △ ○

ランドスケープデザイン論 2 2 △ ○ △ ○

ランドスケープ作品論 2 2 ○ △ ○

必 造園工学　 2 3 ○ ○

必 造園施工論 2 3 ○ △ ○

必 造園施設材料 2 2 ○ ○

庭園技法論　 2 3 ○ ○

総合化科目 専門特化演習（一）（植物学） 4 3 ○ ○ ○ ○

専門特化演習（一）（地域再生） 4 3 ○ ○ ○ ○

専門特化演習（一）（伝統技法） 4 3 ○ ○ ○

専門特化演習（二）（植栽基盤） 4 4 ○ △ ○ ○

専門特化演習（二）（環境デザイン） 4 4 ○ ○ ○ ○

専門特化演習（二）（エンジニア） 4 4 ○ ○ ○

必 造園キャリアデザイン　 2 2 ○ ○ △

造園植物・植栽演習 4 2 ○ ○ ○ ○

造園計画設計演習 4 3 ○ ○ ○ ○

造園施工材料演習 4 2 ○ ○ ○ ○ ○

必 専攻研究 2 3 ○ △ ○ ○ ○ ○

必 卒業論文（卒業制作） 4 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域環境科学部 造園科学科

科目区分 履修 授業科目

選必

学年

選必

選必

選必

選必

選必

単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然科学、人文社会科学に関す
る幅広い教養的知識と地域創成
科学に関する専門知識・技術を
修得している。

地域創成科学に関わる諸問題に
興味・関心を持ち、その問題を多
面的に捉え、解決に導くための
論理的思考能力を修得してい
る。

持続可能な地域社会の創成に
向けて、高い倫理観に基づき、
知識や技術を応用できる能力を
有するとともに、他者と協力しな
がら仕事を進めていくためのコ
ミュニケーション能力を有してい
る。

本学科が定める履修モデルにし
たがって講義・実習科目を修め
るとともに卒業論文に取り組むこ
とにより所定の単位を修得し、卒
業判定考試に合格している。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ △
必 共通演習 1 1 ○ △
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 △ ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 △ ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ △
キャリアデザイン（二） 1 2 ○ △

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 △ ○
必 英語（二） 2 1 △ ○
必 英語（三） 2 2 △ ○
必 英語（四） 2 2 △ ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 1 △ ○
実用英語（二） 2 1 ○ △
実用英語（三） 2 3 ○ △
実用英語（四） 2 3 ○ △

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○ △
中国語（二） 2 1 ○ △
ドイツ語（一） 2 1 ○ △
ドイツ語（二） 2 1 ○ △

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 哲学・倫理学 2 1 ○ △
選必 歴史学 2 1 △ ○ △
選必 文学 2 1 ○ △

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 2 ○ △
選必 社会学 2 2 △ ○ △
選必 経済学 2 3 △ ○ △

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ △ △
選必 化学 2 1 ○ △ △
選必 地学 2 1 ○ △ △
選必 物理学 2 1 ○ △ △

学科専門科目 専門共通科目 微生物環境学 2 1 ○
景観論 2 1 ○ △
源流文化学 2 2 ○ △ △
統計学 2 2 ○ △ △
きのこ学 2 2 ○
日本の森林文化 2 2 ○ △
芝生論 2 3 ○
群集生態学 2 3 ○ △ ○
技術者倫理 2 3 △ ○ △
海外農業農村開発学 2 4 △ ○

専門基礎科目 必 農学概論 2 1 △ ○ △
必 基礎植物学 2 1 △ ○ △
必 地域環境論 2 1 △ ○ △
必 実用数物科学 2 1 △ ○ △
必 里山生態学概論 2 1 △ ○ △
必 施設材料学 2 1 △ ○ △
必 農村・都市交流論 2 1 ○ △ △
必 測量学 2 2 ○ △
必 保全生態学 2 2 △ ○ △
必 野生動物と生息環境 2 1 △ ○ △
必 景観生態学 2 2 △ ○ △
必 環境植物学 2 2 △ ○ △
必 自然再生施工論 2 2 △ ○ △
必 農域防災論 2 2 △ ○ △
必 環境教育学 2 2 ○ △ △
必 合意形成デザイン論 2 2 ○ △ △

野生動物資源の管理 2 2 △ ○ △
専門応用科目 必 農域物質循環論 2 2 △ ○

必 地域環境計画学 2 3 △ ○
植栽技術論 2 3 △ ○
農域植生学 2 3 △ ○
樹木医学概論 2 3 △ ○
農業昆虫学 1 3 △ ○
農業基盤工学 2 3 △ ○
地域環境政策学 2 3 △ ○

必 農域空間情報論 2 3 △ ○
環境修復論 2 3 △ ○
作物栽培管理学 2 3 △ ○
土壌肥料学 2 3 △ ○

必 農地保全学 2 2 △ ○
河川水文学 2 3 △ ○
文化産業・観光計画学 2 3 △ △ ○
地域創成関連法規 2 3 △ ○
農と健康 2 4 △ △ ○

必 地理情報システム論 2 2 ○ △
必 環境アセスメント論 2 3 ○ △

総合化科目 必 地域交流実習 1 1 △ ○ △
必 地域資源調査法演習 1 1 △ ○ △
必 地域創成フィールド実習（一） 2 1 ○ △ △
必 地域創成フィールド実習（二） 2 2 ○ △ △
必 測量実習 2 2 ○ △ △
必 地域創成総合実習（一） 2 2 △ △ ○
必 地域創成総合実習（二） 2 2 △ △ ○

地域創成インターンシップ 2 3 △ △ ○
必 専攻実験・実習 2 3 △ △ ○
必 卒業論文演習（一） 1 4 △ △ ○
必 卒業論文演習（二） 1 4 △ △ ○
必 卒業論文 4 4 △ △ ○

学年

地域環境科学部 地域創成科学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３

自然科学と社会科学の両領域に
わたる熱帯生物生産分野、熱帯
農業環境分野、農業農村開発分
野の幅広い基礎的・専門的な知
識を修得し、また、実践的な技能
や技術を身につけ、国際的な農
業・農村開発協力のために積極
的に活動することができる。

他国の文化・社会・習慣などの多
様性に十分な知識と理解を有し、
柔軟な思考力と判断力、さらにコ
ミュニケーション力を身につけ、国
内外のどの地域でも自己の能力
を発揮して社会に貢献することが
できる。

「農業」、「生命」、「食料」、「環
境」などに関わる専門性を活か
し、国内外の多種多様な社会に
おいて、パイオニア的存在として
活躍することができる。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○ ○
特別講義（二） 2 1 ○ ○
特別講義（三） 2 1 ○ ○
特別講義（四） 2 1 ○ ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 3 ○
実用英語（二） 2 3 ○
実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○
中国語（二） 2 1 ○
フランス語（一） 2 1 ○
フランス語（二） 2 1 ○
スペイン語（一） 2 1 ○
スペイン語（二） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（一） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（二） 2 1 ○
インドネシア語（一） 2 1 ○
インドネシア語（二） 2 1 ○
タイ語（一） 2 1 ○
タイ語（二） 2 1 ○
韓国朝鮮語（一） 2 1 ○
韓国朝鮮語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 日本史 2 1 ○
選必 文化人類学 2 1 ○ ○
選必 環境倫理 2 1 ○
選必 外国史 2 2 ○ ○

社会科学分野科目 選必 法学入門 2 1 ○
選必 日本国憲法 2 1 ○
選必 地理学 2 2 ○
選必 社会学 2 2 ○
選必 グローバル化時代の地誌 2 3 ○ ○

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○
選必 化学 2 1 ○
選必 物理学 2 1 ○
選必 地学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 統計基礎 2 2 ○
AIとスマート農業 2 3 ○ ○
国際比較農業論 2 3 ○ ○
持続可能社会論 2 3 ○ ○
食品学 2 3 ○ ○
食料生産環境学 2 3 ○ ○
食料地理学 2 3 ○ ○
経営情報論 2 3 ○ ○
食農とメディア 2 3 ○ ○

専門基礎科目 必 農村開発入門 2 1 ○ ○
必 熱帯農業入門 2 1 ○ ○
必 農業環境科学総論 2 1 ○ ○
必 栽培学原論 2 1 ○ ○
必 熱帯作物保護学総論 2 1 ○ ○
必 熱帯作物学総論 2 1 ○ ○
必 熱帯園芸学総論 2 1 ○ ○
必 農業経済学 2 1 ○ ○
必 植物学 2 2 ○ ○
必 熱帯土壌学 2 2 ○ ○
必 農業開発経済学 2 2 ○ ○

熱帯食用作物学 2 2 ○ ○
熱帯野菜学 2 2 ○ ○
農業昆虫学 2 2 ○ ○
作物病理学 2 2 ○ ○
国際農業協力論 2 2 ○ ○
熱帯果樹学 2 2 ○ ○

必 農村社会学 2 2 ○ ○
専門応用科目 熱帯農業微生物学 2 3 ○ ○

熱帯動物生態学 2 3 ○ ○
作物育種学 2 2 ○ ○
国際農業経済論 2 3 ○ ○
農村開発社会学 2 3 ○ ○
野生動物管理学 2 2 ○ ○
農村開発演習 2 3 ○ ○
熱帯植物生態学 2 2 ○ ○
Agricultural Scientific English for 
International Cooperation

2 3 ○ ○ ○

Horticultural Science 2 3 ○ ○ ○
Farmers and Consumers 2 4 ○ ○ ○

総合化科目 必 農業総合実習 2 1 ○ ○
必 農学基礎実験 2 2 ○ ○
必 農業専門実習 2 2 ○ ○
必 農業開発実習 2 3 ○ ○
必 卒業論文演習（一） 2 3 ○ ○
必 卒業論文演習（二） 2 3 ○ ○
必 卒業論文演習（三） 2 4 ○ ○
必 卒業論文演習（四） 2 4 ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○

ファームステイ 2 2 ○ ○
農学専門実験 2 3 ○ ○
海外農業実習（一） 2 3 ○ ○ ○
海外農業実習（二） 2 3 ○ ○ ○
海外農業実習（三） 2 3 ○ ○ ○
農村開発協力論セミナー 2 4 ○ ○
フィールド調査 2 4 ○ ○

学年

選必

国際食料情報学部 国際農業開発学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

農学および関連する幅広い学問
にかかわる基礎的・基盤的知識
の修得と同時に、本学科の目的
とする専門的・先進的な知識や技
能、コミュニケーション力、課題の
提案・問題解決力などの能力を
身につけている 。

演習や研究室等における現場実
習、調査研究実習や地域再生・
活性化プロジェクトに基づき、国
内外の食料・農業・環境の現場の
実践を深く理解し、現場の人々と
の対話能力や仲間との協働、自
らの意思を適切に表現できる表
現力あるいは語学力を有し、ビジ
ネス、公的分野、教育研究分野
で活動しうる能力を身につけてい
る。

卒業論文の作成を通して、社会
的課題の発見、実証的な情報収
集力、知識の活用力、批判的・論
理的思考力、問題解決力、文章
表現およびプレゼンテーション力
などの能力を身につけている。

「食料」、「農業」、「環境」などに
関わる専門性を活かし、学修の
成果を実社会に還元し活躍しうる
能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 3 ○
実用英語（二） 2 3 ○
実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○
中国語（二） 2 1 ○
フランス語（一） 2 1 ○
フランス語（二） 2 1 ○
スペイン語（一） 2 1 ○
スペイン語（二） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（一） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（二） 2 1 ○
インドネシア語（一） 2 1 ○
インドネシア語（二） 2 1 ○
タイ語（一） 2 1 ○
タイ語（二） 2 1 ○
韓国朝鮮語（一） 2 1 ○
韓国朝鮮語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 日本史 2 1 ○
文化人類学 2 1 ○
環境倫理 2 1 ○
外国史 2 2 ○

社会科学分野科目 法学入門 2 1 ○
日本国憲法 2 1 ○
地理学 2 2 ○
社会学 2 2 ○
グローバル化時代の地誌 2 3 ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
地学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 統計基礎 2 2 ○
AIとスマート農業 2 3 ○
国際比較農業論 2 3 ○
持続可能社会論 2 3 ○
食品学 2 3 ○
食料生産環境学 2 3 ○
食料地理学 2 3 ○
経営情報論 2 3 ○
食農とメディア 2 3 ○

専門基礎科目 必 基礎演習(一） 2 1 ○ ○
必 基礎演習(二） 2 1 ○ ○
必 基礎演習(三） 2 2 ○ ○
必 ミクロ経済学（一） 2 1 ○
必 地域社会経済論入門 2 1 ○
必 農業経済学入門 2 1 ○
必 フードシステム論入門 2 1 ○
必 消費行動論入門 2 1 ○
必 食料経済学入門 2 2 ○
必 環境経済学入門 2 2 ○

経済地理学 2 1 ○
農業政策論 2 1 ○
企業経営論 2 1 ○
食と農の社会学 2 1 ○
環境政策論 2 1 ○
農業貿易論 2 2 ○
地域農業計画論 2 2 ○
社会調査とデータ解析 2 2 ○
農業経営発展論 2 2 ○
国際農業論 2 2 ○
地域づくり論 2 3 ○
環境経済評価 2 3 ○
農業思想論 2 4 ○
商品開発実践論 2 1 ○
ミクロ経済学（二） 2 1 ○
行政学 2 2 ○
農業史 2 2 ○
マクロ経済学 2 2 ○
食品関係法 2 2 ○

専門応用科目 食品マーケティング論 2 2 ○ ○
農業経営学 2 2 ○ ○
消費者行動論 2 3 ○ ○
地域資源と地域活性化 2 3 ○ ○
実験・行動経済学 2 3 ○ ○
食品流通と地域ブランド 2 3 ○ ○
食品ロス問題論 2 2 ○ ○
食品産業論 2 2 ○ ○
資源経済学 2 3 ○ ○
協同組合とNPO 2 3 ○ ○
サプライチェーン・マネジメント 2 3 ○ ○
地域ガバナンス論 2 3 ○ ○
フィールドリサーチ（一） 1 3 ○ ○
フィールドリサーチ（二） 1 3 ○ ○
特別演習（一） 1 2 ○ ○ ○
特別演習（二） 1 2 ○ ○ ○
特別演習（三） 1 3 ○ ○ ○
特別演習（四） 1 3 ○ ○ ○
山村再生演習（一） 1 2 ○ ○
山村再生演習（二） 1 2 ○ ○
山村再生演習（三） 1 3 ○ ○
山村再生演習（四） 1 3 ○ ○

総合化科目 必 専門演習（一） 2 2 ○ ○
必 専門演習（二） 2 3 ○ ○
必 専門演習（三） 2 3 ○ ○
必 フィールド研修 2 3 ○
必 卒業論文演習（一） 2 4 ○ ○
必 卒業論文演習（二） 2 4 ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○

国際食料情報学部 食料環境経済学科

科目区分 履修 授業科目

ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ

コ
ー

ス

必

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ

ィ
コ
ー

ス

必

学年

選必

選必

選必

選必

選必

単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

本学科に所定の期間在学し、教
養教育による基礎的知識と本学
科の教育理念「国際的に活躍で
きるビジネスパーソンの育成」の
もとに編成されたアグリビジネス
学の体系的学問の内容と方法を
理解し、それらの知識やスキルを
用いて、激変する社会事象に立
ち向かい行動する能力を身につ

 けている。

本学科における教育研究活動を
通じて獲得した能力を、企業・組
織への貢献を通じて国際・地域社
会に還元し、その発展に寄与す
る能力を身につけている。

卒業論文の作成などを通して、製
品・サービスの企画・開発、経営
戦略、財務管理、マーケティン
グ、情報処理、組織管理などの
専門的能力および知識の活用
力、論理的思考力、課題探求力、
問題解決力、表現力、コミュニ
ケーション力などの基本的なビジ

  ネス能力を身につけている。

「農業」、「食料」、「経営」などに
関わる専門知識を活かし、学修
の成果を実社会に還元し活躍し
うる能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ △
必 情報基礎（二） 2 1 ○ △

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○ △
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○ △

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○ △ △
キャリアデザイン（二） 1 2 ○ △ △

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○ ○ ○
必 英語（二） 2 1 ○ ○ ○
必 英語（三） 2 2 ○ ○ ○
必 英語（四） 2 2 ○ ○ ○

学部共通科目 実用英語科目 選必 実用英語（一） 2 3 ○ ○ ○
選必 実用英語（二） 2 3 ○ ○ ○
選必 実用英語（三） 2 3 ○ ○ ○
選必 実用英語（四） 2 3 ○ ○ ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○ ○ ○
中国語（二） 2 1 ○ ○ ○
フランス語（一） 2 1 ○ ○ ○
フランス語（二） 2 1 ○ ○ ○
スペイン語（一） 2 1 ○ ○ ○
スペイン語（二） 2 1 ○ ○ ○
ブラジル・ポルトガル語（一） 2 1 ○ ○ ○
ブラジル・ポルトガル語（二） 2 1 ○ ○ ○
インドネシア語（一） 2 1 ○ ○ ○
インドネシア語（二） 2 1 ○ ○ ○
タイ語（一） 2 1 ○ ○ ○
タイ語（二） 2 1 ○ ○ ○
韓国朝鮮語（一） 2 1 ○ ○ ○
韓国朝鮮語（二） 2 1 ○ ○ ○ ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 日本史 2 1 ○ ○
選必 文化人類学 2 1 ○ ○
選必 環境倫理 2 1 ○ ○
選必 外国史 2 2 ○ ○

社会科学分野科目 選必 法学入門 2 1 ○ ○
選必 日本国憲法 2 1 ○ ○
選必 地理学 2 2 ○ ○
選必 社会学 2 2 ○ ○
選必 グローバル化時代の地誌 2 3 ○ ○

自然科学分野科目 選必 生物学 2 1 ○ ○
選必 化学 2 1 ○ ○
選必 物理学 2 1 ○ ○
選必 地学 2 1 ○ ○

学科専門科目 専門共通科目 統計基礎 2 2 ○
AIとスマート農業 2 3 △ △ △
国際比較農業論 2 3 △ △ △
持続可能社会論 2 3 △ △ △
食品学 2 3 △ △ △
食料生産環境学 2 3 △ △ △
食料地理学 2 3 △ △ △
経営情報論 2 3 △ △ △
食農とメディア 2 3 △ △ △

専門基礎科目 必 アグリビジネス基礎演習（一） 2 1 ○ ○ ○ ○
選必 基礎農場研修 2 1 ○ ○ ○ ○
選必 アグリビジネス実地研修（一） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 アグリビジネス基礎演習（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 基礎経済学（一） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 基礎経済学（二） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 アグリビジネス総論 2 1 ○ ○ ○ ○
必 環境経営論 2 2 ○ ○ ○ ○
必 会計学基礎 2 1 ○ ○ ○ ○

選必 アグリビジネス実地研修（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 アグリマーケティング論（一） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 国際地域農業論 2 1 ○ ○ ○ ○
必 アグリビジネス実践論 2 2 ○ ○ ○ ○
必 農業政策論 2 2 ○ ○ ○ ○
必 農業経済学 2 1 ○ ○ ○ ○
必 農業経営学 2 2 ○ ○ ○ ○

統計学（一） 2 2 ○ ○ ○ ○
専門応用科目 必 アグリビジネス管理論 2 2 ○ ○ ○ ○

必 アグリビジネス財務会計論 2 2 ○ ○ ○ ○
必 アグリビジネス戦略論 2 2 ○ ○ ○ ○
必 アグリビジネス組織論 2 3 ○ ○ ○ ○

選必 会計学演習 2 2 ○ ○ ○ ○
選必 農業経営学演習 2 3 ○ ○ ○ ○
選必 統計学演習 2 2 ○ ○ ○ ○
選必 商品企画演習 2 3 ○ ○ ○ ○
必 フードビジネス論 2 2 ○ ○ ○ ○

アグリマーケティング論（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
地域農業活性化論 2 2 ○ ○ ○ ○
マーケティング・リサーチ 2 3 ○ ○ ○ ○
農業構造論 2 3 ○ ○ ○ ○
経営分析論 2 3 ○ ○ ○ ○
統計学（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
オペレーションズ・リサーチ 2 3 ○ ○ ○ ○

選必 オペレーションズ・リサーチ演習 2 3 ○ ○ ○ ○
農企業論 2 3 ○ ○ ○ ○

総合化科目 必 卒業論文演習（一） 2 3 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文演習（二） 2 4 ○ ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

応用フィールドワーク（一） 2 3 ○ ○ ○ ○
応用フィールドワーク（二） 2 4 ○ ○ ○ ○
アカデミックライティング 2 3 ○ ○ ○ ○
ビジネススキル 2 3 △ △ △ ○
総合研究（一） 2 3 ○ ○ ○ ○
総合研究（二） 2 3 ○ ○ ○ ○
総合研究（三） 2 4 ○ ○ ○ ○
総合研究（四） 2 4 ○ ○ ○ ○

学年

国際食料情報学部 アグリビジネス学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然科学・社会科学の両分野に
わたる食農科学の基礎的・基盤
的知識の修得と同時に、本学科
の目的とする専門的・先進的な知
識や技術、コミュニケーション力な
どの能力を身につけている。

研究室における諸活動および内
外での体験的・実践的諸活動な
どに基づき、広い視野、異なる文
化への理解や関心、他者への柔
軟性、自らの意思を適切に表現
できる表現力あるいは語学力を
有し、地域であるいは海外で、活
動しうる能力を身につけている。

卒業論文の作成を通して、課題
探求力、情報収集力、知識の活
用力、批判的・論理的思考力、問
題解決力、数的処理、文章表現
およびプレゼンテーション力など
の能力を身につけている。

「農業生産」、「食品科学」、「食農
文化」、「食農政策」、「食農教育」
などにかかわる専門性を活かし、
学修の成果を実社会に還元し活
躍しうる能力を身につけている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○
必 共通演習 1 1 ○ ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○ ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○ ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 1 ○
特別講義（三） 2 1 ○
特別講義（四） 2 1 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○
必 英語（二） 2 1 ○
必 英語（三） 2 2 ○
必 英語（四） 2 2 ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 3 ○
実用英語（二） 2 3 ○
実用英語（三） 2 3 ○
実用英語（四） 2 3 ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○
中国語（二） 2 1 ○
フランス語（一） 2 1 ○
フランス語（二） 2 1 ○
スペイン語（一） 2 1 ○
スペイン語（二） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（一） 2 1 ○
ブラジル・ポルトガル語（二） 2 1 ○
インドネシア語（一） 2 1 ○
インドネシア語（二） 2 1 ○
タイ語（一） 2 1 ○
タイ語（二） 2 1 ○
韓国朝鮮語（一） 2 1 ○
韓国朝鮮語（二） 2 1 ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 日本史 2 1 ○ ○
文化人類学 2 1 ○ ○
環境倫理 2 1 ○
外国史 2 2 ○ ○

社会科学分野科目 法学入門 2 1 ○
日本国憲法 2 1 ○
地理学 2 2 ○ ○
社会学 2 2 ○
グローバル化時代の地誌 2 3 ○ ○

自然科学分野科目 生物学 2 1 ○
化学 2 1 ○
物理学 2 1 ○
地学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 統計基礎 2 2 ○ ○
AIとスマート農業 2 3 ○ ○
国際比較農業論 2 3 ○ ○
持続可能社会論 2 3 ○ ○
食品学 2 3 ○ ○
食料生産環境学 2 3 ○ ○
食料地理学 2 3 ○ ○ ○
経営情報論 2 3 ○ ○
食農とメディア 2 3 ○ ○

専門基礎科目 必 国際食農科学総論 2 1 ○ ○ ○
必 栄養食品科学 2 1 ○ ○ ○
必 植物生産・生理学 2 1 ○ ○ ○
必 食農教育と食生活論 2 1 ○ ○ ○

農学概論 2 1

必 食農基礎実験 2 2 ○ ○ ○
専門応用科目 必 食と農の社会論 2 2 ○ ○ ○

必 食農野菜学 2 2 ○ ○ ○
必 食品材料学 2 2 ○ ○ ○
必 消費経済学 2 2 ○ ○ ○
必 食と農の歴史と文化 2 2 ○ ○ ○
必 食品加工学 2 2 ○ ○ ○
必 食農作物学 2 2 ○ ○ ○

国際フードシステム論 2 2 ○ ○ ○
食品衛生学 2 2 ○ ○ ○
食農と協同組合 2 2 ○ ○ ○

必 地域活性化論 2 3 ○ ○ ○
必 食農政策法制論 2 3 ○ ○ ○
必 食農経済学 2 3 ○ ○ ○
必 国際食農商品戦略論 2 3 ○ ○ ○
必 農業経営学 2 3 ○ ○ ○

フードスペシャリスト論 2 3 ○ ○ ○
持続的農業論 2 3 ○ ○ ○
食品機能学 1 3 ○ ○ ○
食農果樹学 2 3 ○ ○ ○
食農ジェンダー論 2 3 ○ ○ ○
調理学 2 3 ○ ○ ○
フードコーディネート論 2 3 ○ ○ ○

総合化科目 必 食農基礎演習（一） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 食農基礎演習（二） 2 1 ○ ○ ○ ○
必 食農基礎実習 2 1 ○ ○ ○
必 食農専門演習（一） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 食農専門演習（二） 2 2 ○ ○ ○ ○
必 食農ファームステイ 2 2 ○ ○ ○
必 食農専門実習 2 2 ○ ○ ○
必 国際食農科学演習(一） 2 3 ○ ○ ○
必 国際食農科学演習(二） 2 3 ○ ○ ○

食品安全評価実験および加工学実習 2 3 ○ ○ ○
調理学実習 2 3 ○ ○ ○
食農フィールドスタディ 2 3 ○ ○ ○

必 国際食農科学演習(三） 2 4 ○ ○ ○
必 国際食農科学演習(四） 2 4 ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○

食農科学演習（一） 2 4 ○ ○ ○
食農科学演習（二） 2 4 ○ ○ ○

国際食料情報学部 国際食農科学科

科目区分 履修 授業科目 学年

選必

選必

選必

選必

単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

(1)食料生産と自然環境との調和
を実践するための基礎となる自
然科学と人文・社会科学の領域
を含む文理融合の幅広い視点を
有している。

(2)生物や自然環境の保全と管
理に関する基礎的な知識を有
し、またそれらに関わる現象を解
析する技術を身につけている。

（3）生物生産や生態系保全に関
する課題を設定し、収集した情
報やデータに基づいて論理的に
課題解決への道筋を思考するこ
とができる。

（４）他者に自身の考えを伝える
ためのプレゼンテーション能力と
コミュニケーション能力を身につ
けている。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 ○ ○ ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○ ○ ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○ ○ ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○ ○ ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○
特別講義（二） 2 2 ○
特別講義（三） 2 3 ○
特別講義（四） 2 4 ○

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 ○
キャリアデザイン（二） 1 2 ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 ○ ○
必 英語（二） 2 1 ○ ○
必 英語（三） 2 2 ○ ○
必 英語（四） 2 2 ○ ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 2 ○ ○
実用英語（二） 2 2 ○ ○
実用英語（三） 2 3 ○ ○
実用英語（四） 2 3 ○ ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 ○ ○
ロシア語（一） 2 1 ○ ○
中国語（二） 2 1 ○ ○
ロシア語（二） 2 1 ○ ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 コミュニケーション学・心理学 2 1 ○ ○
選必 倫理学 2 2 ○
選必 北方地域の歴史と文化 2 2 ○

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 1 ○
選必 経済学 2 2 ○
選必 国際学 2 2 ○

自然科学分野科目 選必 化学 2 1 ○
選必 生物学 2 1 ○
選必 数学 2 1 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 人と生物産業 2 1 ○
必 地域と生物産業 2 1 ○
必 オホーツクフレッシャーズセミナー 1 1 ○ ○
必 社会人基礎力演習 1 1 ○ ○
必 キャリアプランニング（一） 2 3 ○ ○

産業気象学 2 2 ○
健康とスポーツの科学 2 2 ○
キャリアプランニング（二） 1 3 ○ ○

専門基礎科目 必 北方圏農学概論 2 1 ○ ○ ○
必 生物資源各論 2 1 ○ ○ ○
必 植物バイオテクノロジー 2 1 ○ ○ ○
必 生態学 2 1 ○ ○ ○
必 遺伝学 2 1 ○ ○ ○
必 細胞生物学 2 2 ○ ○ ○
必 計量生物学 2 2 ○ ○ ○
必 動物バイオテクノロジー 2 2 ○ ○ ○

分子生物学　　 2 1 ○ ○ ○
地学 2 1 ○ ○ ○
バイオケミストリー 2 2 ○ ○ ○
土壌肥料学 2 2 ○ ○ ○
農業総合実務演習 2 3 △ ○ ○ ○
林業総合実務演習 2 3 △ ○ ○ ○
物理学 2 2 △ △ △
実験動物学 2 3 ○ ○ ○
動物生理学 2 2 ○ ○ ○
科学英語 2 4 ○ ○ ○

専門応用科目 選必 植物生産学 2 3 △ ○ ○
作物学 2 2 △ ○ ○
植物分子生理学 2 2 △ ○ ○
資源植物学 2 3 △ ○ ○
植物病理学 2 3 △ ○ ○

選必 動物生産学 2 3 △ ○ ○
動物生殖工学 2 1 △ ○ ○
動物栄養学 2 2 △ ○ ○
動物飼養管理学 2 2 △ ○ ○
家畜育種繁殖学 2 3 △ ○ ○

選必 保全生態学 2 3 △ ○ ○
森林環境科学 2 2 △ ○ ○
育林学 2 3 △ ○ ○
野生動物保全学 2 2 △ ○ ○

総合化科目 必 フィールドサイエンス実験（一） 2 1 △ ○ ○ ○
必 北方圏農学実習（一） 3 1 △ ○ ○ ○
必 ライフサイエンス実験（一） 2 1 △ ○ ○ ○
必 ライフサイエンス実験（二） 2 2 △ ○ ○ ○
必 フィールドサイエンス実験（二） 2 2 △ ○ ○ ○
必 北方圏農学実習（二） 2 2 △ ○ ○ ○
必 北方圏農学特別実験・実習 2 3 △ ○ ○ ○
必 生物産業学演習（一） 1 3 ○ ○ ○
必 生物産業学演習（二） 1 3 ○ ○ ○
必 生物産業学演習（三） 1 4 ○ ○ ○
必 生物産業学演習（四） 1 4 ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○

学年

生物産業学部 北方圏農学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然環境と調和した持続可能な
漁業生産技術とともに、安心安
全な水産物を安定的に提供して
いくための水産増養殖技術を理
解するために必要な、水産学・海
洋学に関する専門知識および技
術を身につけている。

卒業論文の作成を通して、基礎
的な知識や技術をもとに研究
テーマを探索し、必要な情報を
入手し、得られた成果をまとめる
文章表現力とプレゼンテーション
力を持ち、さらにその過程で生じ
るさまざまな問題の解決策を見
出す能力を身につけている。

研究室および地域での体験や実
践的な活動を通して、広い視野
と他者への理解、コミュニケー
ション力、自らの考えを表現し得
る能力を持ち、自律的・継続的に
行動できる能力を身につけてい
る。

多様な水産科学に関する専門性
を活かし、学修の成果を広く実社
会で活かすことのできる能力を
有している。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1
必 共通演習 1 1 ○
必 情報基礎（一） 2 1 △ △ △
必 情報基礎（二） 2 1 △ △ △

データサイエンス基礎（一） 1 2 △ △ △
データサイエンス基礎（二） 1 2 △ △ △

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1

課題別科目 特別講義（一） 2 1
特別講義（二） 2 2
特別講義（三） 2 3
特別講義（四） 2 4

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2
キャリアデザイン（二） 1 2

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1
必 英語（二） 2 1
必 英語（三） 2 2
必 英語（四） 2 2

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 2
実用英語（二） 2 2
実用英語（三） 2 3
実用英語（四） 2 3

初修外国語科目 中国語（一） 2 1
ロシア語（一） 2 1
中国語（二） 2 1
ロシア語（二） 2 1

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 コミュニケーション学・心理学 2 1
選必 倫理学 2 2
選必 北方地域の歴史と文化 2 2

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 1
選必 経済学 2 2
選必 国際学 2 2

自然科学分野科目 選必 化学 2 1 △
選必 生物学 2 1 △
選必 統計学 2 2 △

学科専門科目 専門共通科目 必 人と生物産業 2 1 △ ○ △
必 地域と生物産業 2 1 △ ○ △
必 オホーツクフレッシャーズセミナー 1 1 △
必 社会人基礎力演習 1 1 △
必 キャリアプランニング（一） 2 3 △

産業気象学 2 2 ○
健康とスポーツの科学 2 2
キャリアプランニング（二） 1 3 △

専門基礎科目 必 水産と海洋の科学史 2 1 ○
必 海洋水産学概論 2 1 ○
必 野外調査学 2 1 ○
必 水圏増養殖学 2 1 ○
必 水圏無脊椎動物学 2 2 ○
必 水圏生態学 2 1 ○
必 水圏植物学 2 2 ○
必 魚類学 2 2 ○
必 水圏動物生理学 2 2 ○
必 進化生態学 2 2 ○
必 海棲哺乳類学 2 2 ○
必 基礎遺伝学 2 1 ○

海洋水産学特別講義 2 2 ○
必 水産動物発生学 2 2 ○
必 水産微生物学 2 2 ○
必 プランクトン学 2 2 ○

水圏の環境情報学 2 3 ○
水産の法律学 2 3 ○
水産経営学 2 3 ○
水産の生態学 2 3 ○
科学英語 2 4 ○ ○
地学 2 1 △
物理学 2 2 △
数学 2 1 △

必 水産海洋学 2 2 ○
必 水族養殖学 2 2 ○

魚類生態学 2 3 ○
種苗生産技術論 2 3 ○

専門応用科目 水圏生物化学 2 4 ○
氷海の生態学 2 3 ○
魚病学 2 3 ○
水圏資源学 2 3 ○

総合化科目 必 海洋水産基礎実験(一) 2 1 ○ △ △
必 オホーツク臨海実習(一) 1 1 ○ △ △ △
必 海洋水産学体験実習 1 1 ○ △ △ △
必 海洋水産基礎実験(二) 2 2 ○ △ △
必 オホーツク臨海実習(二) 1 2 ○ △ △ △
必 海洋水産専攻実験 2 3 ○ △ △
必 海洋水産演習(一) 1 3 ○ ○ ○
必 海洋水産演習(二) 1 3 ○ ○ ○
必 海洋水産演習(三) 1 4 ○ ○ ○
必 海洋水産演習(四) 1 4 ○ ○ ○
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○

学年

生物産業学部 海洋水産学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

食品や香料、化粧品の素材とな
る生物資源の化学的特性や機
能性およびそれらの加工・ 利用
に関する専門知識や技術を身に
つけている。

食品や香料、化粧品業界におい
て、自らが取り組むべき課題に
問題意識を持って積極的に取り
組み、第三者に論理的に説明
し、解決策を見出す能力を身に
つけている。 

食品や香料、化粧品に関する基
礎研究あるいは開発・加工の分
野において、専門家としての知
識を活用し、協調性と高い倫理
性をもって、自律的・継続的に行
動する能力を身につけている。

食品や香料、化粧品の素材の特
性および製造加工技術につい
て、分かりやすく説明できるプレ
ゼンテーション能力とコミュニ
ケーション能力を身につけてい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 ○ ○ △
必 共通演習 1 1 ○ ○ ○ △
必 情報基礎（一） 2 1 ○
必 情報基礎（二） 2 1 ○

データサイエンス基礎（一） 1 2 ○
データサイエンス基礎（二） 1 2 ○

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 ○
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 ○

課題別科目 特別講義（一） 2 1 ○ ○ △
特別講義（二） 2 2 ○ ○ △
特別講義（三） 2 3 ○ ○ △
特別講義（四） 2 4 ○ ○ △

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 △ ○
キャリアデザイン（二） 1 2 △ ○

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 △ ○
必 英語（二） 2 1 △ ○
必 英語（三） 2 2 △ ○
必 英語（四） 2 2 △ ○

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 2 △ ○
実用英語（二） 2 2 △ ○
実用英語（三） 2 3 △ ○ ○ ○
実用英語（四） 2 3 △ ○ ○

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 △ ○ ○
ロシア語（一） 2 1 △ ○ ○
中国語（二） 2 1 △ ○ ○
ロシア語（二） 2 1 △ ○ ○

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 コミュニケーション学・心理学 2 1 ○
選必 倫理学 2 2 ○ △ △ △
選必 北方地域の歴史と文化 2 2 △

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 1
選必 経済学 2 2
選必 国際学 2 2 △

自然科学分野科目 選必 化学 2 1 ○
選必 生物学 2 1 ○
選必 地学 2 1 ○
選必 物理学 2 2 ○

学科専門科目 専門共通科目 必 人と生物産業 2 1 ○ △ △ ○
必 地域と生物産業 2 1 ○ △ △ ○
必 オホーツクフレッシャーズセミナー 1 1 ○ △ ○ △
必 社会人基礎力演習 1 1
必 キャリアプランニング（一） 2 3 ○

産業気象学 2 2 ○ △ △
健康とスポーツの科学 2 2 ○ △ △
キャリアプランニング（二） 1 3 ○

専門基礎科目 必 地域貢献実習 1 2 ○ ○ ○ ○
必 食香粧化学概論 2 1 ○ ○
必 分析化学（一） 2 1 ○
必 分析化学（二） 2 1 ○
必 分析化学実験 2 1 ○ ○ △
必 有機化学 2 1 ○
必 無機化学 2 1 ○
必 有機化学実験 2 1 ○ ○ △
必 微生物学 2 2 ○
必 健康栄養学 2 2 ○
必 生物有機化学 2 2 ○
必 微生物学実験 2 2 ○ ○ △
必 衛生学 2 3 ○

物理化学 2 2 ○
統計学 2 2 ○

専門応用科目 必 原料学 2 1 ○ △
必 生物化学 2 2 ○
必 食品化学 2 2 ○
必 食品化学実験 2 2 ○ ○ △
必 皮膚と消化器の生理学 2 2 ○
必 香料化学 2 2 ○
必 生物化学実験 2 2 ○ ○ △
必 化粧品化学 2 2 ○ △
必 応用微生物学 2 2 ○ ○ ○
必 食品製造学 2 3 ○ △

分子生物学 2 2 ○
官能評価学 2 3 ○
香気分析学 2 3 ○
薬理学 2 3 ○

総合化科目 必 化粧品製造学実習 1 1 ○ ○ △
必 食品製造学実習 1 1 ○ ○ △
必 食香粧化学研究演習（一） 2 4 ○ ○ △
必 食香粧化学研究演習（二） 2 4 ○ ○ △
必 食香粧工学 2 3 ○ △
必 フード＆フレーバー実習 1 3 ○ ○ △
必 卒業論文 4 4 ○ ○ ○ ○

科学英語 2 4 △ ○
食香粧品機能学 2 3 ○ ○ △
コスメ＆フレグランス実習 1 3 ○ ○ △
研究倫理安全マネジメント 2 3 △ ○ ○

学年

生物産業学部 食香粧化学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



カリキュラムマップ（DPとの関連性）

DP１ DP２ DP３ DP４

自然資源を活かした農林水産
業、食品加工業、観光業、環境
ビジネスなど、生物産業を支える
経営学の専門知識および自然
環境と調和した地域社会の活性
化に関する専門知識を有してい
る。

演習・実習科目による実践的学
習や体験的学習を通して、社会
を見る広い視野、他者の意見を
尊重しつつ、自らの意思を適切
に表現できる力を有している。

生物産業と自然環境に関する課
題を設定し、情報収集力や論理
的思考力、問題解決力、文章表
現力およびコミュニケーション力
を有している。

修得した専門知識や実践経験を
活かし、学修の成果を広く社会
に還元し活躍しうる力を有してい
る。

総合教育科目 全学共通科目 導入科目 必 東京農業大学入門 2 1 〇
必 共通演習 1 1 〇
必 情報基礎（一） 2 1 〇
必 情報基礎（二） 2 1 〇

データサイエンス基礎（一） 1 2 〇
データサイエンス基礎（二） 1 2 〇

スポーツ関係科目 スポーツ・レクリエーション（一） 1 1 △
スポーツ・レクリエーション（二） 1 1 △

課題別科目 特別講義（一） 2 1 〇 〇
特別講義（二） 2 2 〇 〇
特別講義（三） 2 3 〇 〇
特別講義（四） 2 4 〇 〇

就職準備科目 キャリアデザイン（一） 1 2 〇
キャリアデザイン（二） 1 2 〇

外国語科目 全学共通科目 基礎英語科目 必 英語（一） 2 1 〇
必 英語（二） 2 1 〇
必 英語（三） 2 2 〇
必 英語（四） 2 2 〇

学部共通科目 実用英語科目 実用英語（一） 2 2 〇
実用英語（二） 2 2 〇
実用英語（三） 2 3 〇
実用英語（四） 2 3 〇

初修外国語科目 中国語（一） 2 1 〇
ロシア語（一） 2 1 〇
中国語（二） 2 1 〇
ロシア語（二） 2 1 〇

専門教育科目 学科教養科目 人文科学分野科目 選必 コミュニケーション学・心理学 2 1 〇
選必 倫理学 2 2 〇
選必 哲学 2 2 〇
選必 北方地域の歴史と文化 2 2 〇

社会科学分野科目 選必 日本国憲法 2 1 〇
選必 法律学 2 2 〇
選必 経済学 2 2 〇
選必 国際学 2 2 〇

自然科学分野科目 選必 生物学 2 2 〇
選必 数学 2 1 〇
選必 地学 2 1 〇

学科専門科目 専門共通科目 必 人と生物産業 2 1 〇 〇
必 地域と生物産業 2 1 〇 〇 〇
必 オホーツクフレッシャーズセミナー 1 1 〇 〇 〇
必 社会人基礎力演習 1 1 〇 〇 〇
必 キャリアプランニング（一） 2 3 〇 〇

産業気象学 2 2 〇 〇
健康とスポーツの科学 2 2 △ 〇
キャリアプランニング（二） 1 3 〇 〇

専門基礎科目 必 自然資源経営学概論 2 1 〇 〇
必 経営学（一） 2 1 〇 〇
必 経営学（二） 2 1 〇 〇
必 簿記 2 1 〇 〇
必 財務会計論 2 2 〇 〇
必 経営管理論 2 2 〇 〇
必 マーケティング論 2 2 〇 〇

現代経済学 2 3 〇 〇
自然資源経営学実務演習（一） 2 1 〇 〇 〇
自然資源経営学実務演習（二） 2 2 〇 〇 〇
社会調査論 2 3 〇 〇
生物産業経営史 2 3 〇 〇
自然資源経営学実務演習（三） 2 3 〇 〇 〇
社会と法 2 2 〇 〇
環境共生論 2 2 〇 〇
統計学 2 2 〇 〇
地域観光論 2 2 〇 〇
人的資源管理論 2 2 〇 〇

専門応用科目 選必 財務諸表分析 2 3 〇 〇
選必 環境経済政策論 2 2 〇 〇
選必 地域活性化システム論 2 2 〇 〇
選必 空間情報システム論 2 3 〇 〇
選必 地域環境ビジネス論 2 3 〇 〇
選必 地域産業創成学 2 2 〇 〇
選必 農業経営経済論 2 3 〇 〇
選必 ネイチャーツーリズム論 2 3 〇 〇
選必 管理会計論 2 3 〇 〇
選必 経営組織論 2 2 〇 〇
選必 商品開発論 2 2 〇 〇
選必 観光ビジネス論 2 2 〇 〇
選必 ベンチャービジネス論 2 3 〇 〇
選必 流通システム論 2 2 〇 〇

科学英語 2 4 〇 〇
総合化科目 必 基礎ゼミナール 5 1 〇 〇 〇 〇

必 自然資源経営学ゼミナール（一） 5 2 〇 〇 〇 〇
必 自然資源経営学ゼミナール（二） 5 3 〇 〇 〇 〇
必 卒業論文作成演習 2 4 〇 〇 〇 〇
必 卒業論文 4 4 〇 〇 〇 〇

学年

生物産業学部 自然資源経営学科

科目区分 履修 授業科目 単位

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示

岡田 脩吾
ハイライト表示



取組概要

大学等名 東京農業大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和6年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

プログラムの目的
本プログラムは、文部科学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）」に準拠し、データ分析・AI 活用の基礎的技術・素養を涵養することを目的としています。また、スマート
農業等のIoTやAIなどの最新技術を駆使した社会実装に貢献できる人材の育成を目指します。

修了要件
「情報基礎（一）」2単位、「情報基礎（二）」2単位、「デー

タサイエンス基礎 （一）」1単位を必須コア科目とし、以下※の統
計関連科目群から2単位以上、計4科目7単位を修得すること。
※統計関連科目：実験計画法、生物統計学、統計学、統計基礎、
計量生物学、統計学演習、統計学（一）

身に付けることのできる能力
・データ分析・活用の基礎的能力

・統計情報を正しく解釈し、データに基づ
く意思決定ができる能力

・日常生活や仕事等の様々な場面で数理的
思考・手法を活用し問題解決する能力

・AI技術を俯瞰し、その可能性と限界に
ついて認識する能力

・AI活用の基礎的素養

実施体制
（１）プログラムの運営責任者及び対応組織・委員会等
①運営責任者： 情報教育センター⻑
②対応組織・委員会：
情報教育センター・東京農業大学情報教育推進委員会・
東京農業大学教学検討委員会

（２）プログラムの改善・進化及び対応組織・委員会等
東京農業大学情報教育推進委員会
東京農業大学教学検討委員会

（３）プログラムの⾃⼰点検・評価及び対応組織・委員会等
東京農業大学情報教育推進委員会
東京農業大学教学検討委員会

コア科目「情報基礎」「データサイエンス基礎」の特徴
「情報基礎」
・1年次生の必修科目となっており，4年間活用できる授業用
テキスト（冊子およびPDF）が配付されます
「データサイエンス基礎」
・より多くの学生が自己学習が進められるよう、オンラインビ

デオ教材を多く取り入れています
・また、農業課題解決を検討するワークショップを通して、課

題解決を潜在ニーズへのアプローチまで深化させる思考プ
ロセスを学びます 情報基礎テキスト(2025年版)

修了者に発行している
オープンバッジ

導入科目 情報基礎（一）
導入科目 情報基礎（二）
導入科目 データサイエンス基礎（一）
専門基礎科目 実験計画法
専門基礎科目 生物統計学
自然関係科目 統計学
専門基礎科目 統計基礎
専門基礎科目 計量生物学
専門基礎科目 統計学演習
専門基礎科目 統計学（一）

コア科目

関連科目

授業科目

総合教育
科目

全学共通
科目

分野

専門教育
科目

学科専門
科目
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